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本
州
北
端
に
お
け
る
近
世
城
下
町
の
成
立

長
谷
川

成

一

は

じ

め

に

前
回

一
九
八
八
年
の
弘
前
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー

マ
は
人

･
も
の

･
情
報
の
交
流
で
あ

っ
て
､
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
民
族
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
た
｡
ま
た
そ
の
前
の

一
九
八
六
年
の
函
館

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お

い
て
は
国
家
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
が
､
本
報
告
で
は

｢地
域
｣
に
視
点
を
お
く
こ
と
に
し
た
い
｡
具

体
的
に
は
前
二
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
果
を
踏
ま
え
､
近
世
に
お
け
る
本
州
北
端
の
都
市
､
城
下
町
弘

前
の
成
立
を
素
材
と
し
て
､
近
世
的
支
配
に
向
け
て
領
内
の
再
編
と
再
構
成
が
行
わ
れ
､
そ
の
過
程
で
余

儀
な
-
さ
れ
た
人

･
も
の

･
情
報
の
移
動
と
集
中
を
主
題
と
し
て
考
察
し
､
大
方
の
ご
批
判
を
あ
お
ぎ
た

い
と
考
え
る
｡

T一

ま
た
文
献
史
学
の
見
地
か
ら
､
中
世
城
郭

･
城
館
の
近
世

へ
の
移
行
過
程
や
､
領
主
権
力
の
近
世
的
な

り



再
編
と
日
本
海
交
易
の
在
り
方
､
異
民
族
と
の
接
触
な
ど
､
近
世
権
力
に
よ
る
城
下
町
の
成
立
が
そ
れ
ら

と
如
何
に
関
わ
る
の
か
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
に
し
た
い
｡
こ
こ
で
は
､
従
来
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え

て
報
告
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
､
紙
数
の
関
係
か
ら
特
に
必
要
な
場
合
を
除
い
て
､
事
細
か
に
出
典
を

申
し
述
べ
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
｡
.

[補
註
]

弘
前
の
地
名
の
呼
び
名
の
由
来
は
､
『津
軽

一
統
志
』
『平
山
日
記
』
な
ど
の
編
纂
史
料
の
な

か
で
色
々
な
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
が
､
じ
つ
は
確
た
る
定
説
は
な
い
｡
た
だ
し
城
下
町
成
立
の
当

初
よ
り

｢
ヒ
ロ
サ
キ
｣
と
呼
称
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
｡
弘
前
藩
庁
日
記

｢国
日
記
｣
の
記

述
開
始
が
寛
文
元
年

(
〓
ハ
｣ハ
一
)
｣ハ
月
で
あ
り
､
弘
前
の
建
設
は
周
知
の
ご
と
-
慶
長
十
五

･
十

｣ハ
(
l
六

l
〇
･
l
l
)
で
あ

っ
て
'
こ
の
期
間
約
五
十
年
間
の
1
次
史
料
が
､
決
定
的
に
欠
如
し

て
い
る
｡
そ
の
た
め
に
現
状
で
は
後
世
の
絵
図

(城
下
絵
図
)
や
､
後
に
編
纂
さ
れ
た
二
次
､
三
次

史
料
の
断
片
か
ら
復
元
し
て
行
-
作
業
に
よ
っ
て
､
十
七
世
紀
前
半
の
弘
前
の
状
況
を
探

っ
て
い
-

し
か
方
法
が
な
い
｡

Ⅰ42

一

戟
国
末
城
郭

･
城
館
分
布
(文
献
史
料
に
記
さ
れ
た
)
か
ら

見
た
近
世
権
力
成
立
直
前

の
北
奥
津
軽

一
九
八
三
年
の
時
点
で
､
青
森
県
全
域
に
お
い
て
四

一
二
の
中
世
城
館
が
確
認
さ
れ
て
い
る

(
『青
森

県
の
中
世
城
館
』
青
森
県
教
育
委
員
会
､

一
九
八
三
)｡
津
軽
地
方
が
二
三
七
､
そ
の
内
訳
は
西
津
軽
郡

｣｣
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l
五
パ
ー
セ
ン
ト
､
弘
前

〓
ハ
パ
ー
セ
ン
ト
､
中
津
軽
郡

1
1
パ
ー
セ
ン
ト
､
南
津
軽
郡
三
三
パ
ー
セ
ン

ト
､
県
内
全
体
で
カ
ウ
ン
ト
す
る
と
､
南
津
軽
郡
は

一
九
パ
ー
セ
ン
ト
､
三
戸
郡

1
五
パ
ー
セ
ン
ト
､
上

北
郡

二

一パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
､
南
津
軽
郡
と
三
戸
郡
に
､
中
世
城
館
の
分
布
が
濃
厚
で
あ
る
｡
こ
れ
は

中
世
に
お
け
る
青
森
県
内
の
領
主
権
力
の
盛
衰
を
如
実
に
示
す
も
の
で
あ
り
､
十
五
世
紀
中
頃
に
下
国
安

藤
氏
が
南
部
氏
に
よ
り
津
軽
か
ら
駆
逐
さ
れ
蝦
夷
島

へ
退
転
し
た
後
に
は
､
南
部
氏
が
南
部

･
津
軽
両
地

方
を

一
円
支
配
す
る
こ
と
に
な

っ
た
｡
三
戸
郡
は
南
部
氏
の
拠
点
で
あ
り
､
南
津
軽
郡
は
石
川
城
を
始
め

と
し
て
同
氏
の
津
軽
支
配
の
拠
点
で
も
あ
り
､
鎌
倉
期
よ
り
開
発
が
最
も
進
め
ら
れ
て
い
た
地
域
で
あ
る

か
ら
､
城
郭

･
城
館
の
地
域
分
布
が
こ
の
地
域
に
濃
密
な
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ

っ
た
｡

さ
て
､
従
来
の
弘
前
成
立
に
至
る
過
程
と
し
て
は
､
『愚
耳
旧
聴
記
』
『津
軽

一
統
志
』
｢津
軽
編
覧
日

記
｣
｢封
内
事
実
秘
苑
｣
に
示
さ
れ
た
史
料
を
も

っ
て
､
大
浦

(中
津
軽
郡
岩
木
町
)
か
ら
堀
越

(弘
前

q

市
堀
越
)

へ
､
堀
越
か
ら
高
岡

(弘
前
)

へ
の
移
転
の
過
程
を
説
明
し
て
き
た
｡
こ
れ
ら
の
史
料
が
あ
る

程
度
の
信
頼
性
が
お
け
る
の
は
､
幕
藩
体
制
に
お
け
る
領
主
権
力
成
立
の
原
則
と
合
致
す
る
か
ら
で
あ
る
｡

つ
ま
り
､
兵
農
分
離
､
農
商
分
離
の
過
程
を
こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
､
他
の

近
世
城
下
町
成
立
の
経
過
を
見
て
も
､
右
の
史
料
に
見
え
る
事
例
と
ほ
と
ん
ど
同
様
の
歴
史
的
経
過
を
た

ど

っ
て
い
る
｡
し
か
し
例
え
ば
大
浦
城
の
場
合
､
周
辺
地
域
の
史
跡
破
壊
が
著
し
く
､
本
格
的
な
発
掘
調

査
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
､
堀
越
城
に
あ

っ
て
は
近
年
よ
う
や
く
史
跡
保
存
の
計
画
が
具
体
的
に
押
し
進
め

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
｡

'一ノ

筆
者
は
堀
越
城
に
関
し
て
先
に
別
稿

｢津
軽
氏
城
跡
に
関
す
る
歴
史
的
考
察
｣
(
『津
軽
氏
城
跡
保
存
管

叫
1､



理
計
画
策
定
報
告
書
』
所
収
､
文
化
庁
他
､

一
九
八
九
)
に
お
い
て
､
城
郭
内
部
並
び
に
付
近
の
小
字
な

ど
､
江
戸
時
代
前
期
の

｢
天
和
四
年
堀
越
村
書
上
絵
囲
｣
(小
栗
山
公
民
館
蔵
)
に
措
か
れ
た
絵
図
を
始

め
と
す
る
各
史
料
に
よ
っ
て
考
察
し
た
｡
ま
た
調
査
の
過
程
で
判
明
し
た
の
ほ
､
堀
越
城
下
に
お
け
る
町

方
の
成
立
も
し
く
は
武
家
屋
敷
の
所
在
を
想
定
さ
せ
る
よ
う
な
も
の
が
存
在
せ
ず
､
伝
承
も
少
な
か
っ
た
｡

わ
ず
か
に
鷹
匠
衆
の
存
在
を
う
か
が
わ
せ
る
よ
う
な
伝
承
の
み
で
､
堀
越
の
地
に
は
た
し
て
本
格
的
な
城

下
町
の
形
成
が
な
さ
れ
た
の
か
､
疑
わ
し
い
部
分
も
存
在
す
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
｡
ま
た
南
部
側
で
は

『南
部
根
元
記
』
な
ど
を
始
め
と
す
る
史
料
が

一
貫
し
て
､
津
軽
氏
の
居
城
と
し
て
大
浦
の
存
在
を
記
し
､

弘
前

へ
の
移
転
は
､
じ
つ
は
堀
越
で
は
な
-
大
浦
か
ら
な
さ
れ
た
と
叙
述
し
て
い
る
｡
こ
れ
ら
の
経
過
の

詳
細
に
つ
い
て
は
､
前
掲
別
稿
を
参
照
し
て
ほ
し
い
｡

以
上
の
よ
う
な
､
経
緯
を
踏
ま
え
て
み
る
な
ら
ば
､
従
来
我
々
が
依
拠
し
て
き
て
現
在
残
さ
れ
て
い
る

弘
前
城
下
の
建
設
に
至
る
文
献
史
料
に
は
自
ず
か
ら
限
界
が
あ
り
､
こ
れ
ら
の
史
料
に
あ
ら
わ
れ
た
状
況

を
打
開
す
る
に
は
､
他
の
視
点
と
残
存
史
料
の
見
直
し
､
史
跡
の
発
掘
調
査
に
よ
る

｢
土
｣
の
な
か
か
ら

の
成
果
を
期
待
す
る
し
か
な
い
｡
こ
の
報
告
で
は
､
前
述
の
よ
う
に
発
掘
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
､

従
来
と
は
異
な
る
視
点
と
残
存
史
料
の
見
直
し
か
ら
出
発
す
る
こ
と
に
し
た
い
｡

第

1
図

｢津
軽
領
内

の
戦
国
末
期

･
近
世
初
頭
の
城
郭

･
城
館
｣
は
､
左

の

｢津
軽
編
覧
日
記
｣

一

(
八
木
橋
文
庫
蔵
)
に
も
と
づ
い
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
｡
こ
の

｢古
城

･
古
館
之
覚
｣
に
は
､
七
六

の
城
郭

･
城
館
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
お
り
､
そ
れ
ら
は
近
世
の
津
軽
藩
に
お
い
て
確
認
し
た
も
の
で
あ

っ

て
､
領
主
名
が
不
明
な
も
の
や
伝
説
的
な
も
の
を
除
外
し
て
､
五
二
カ
所
を
園
に
落
と
し
込
ん
で
み
た
｡
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第 1図 津 軽 領 内 の 戦 国 末 期 ･近 世 初 頭 の 城 郭 ･城 館

暮45



こ
の
史
料
は
､
今
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
活
用
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
内
容
を
も

つ
も
の
で
あ

46▼▲

っ
て
､
今
後
の
研
究
に
お
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
示
唆
を
与
え
る
と
思
わ
れ
る
｡
加
え
て
後
章
に
お
い
て
も

こ
の
史
料
を
用
い
る
の
で
､
掲
げ
た
次
第
で
あ
る

(傍
点
筆
者
)0

｢津
軽
編
覧
日
記
｣

一
の

｢古
城

･
古
館
之
覚
｣
抜
粋

(前
略
)

一
､
油
川
村
館

館
主

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

善
九
郎

ハ
津
軽
之
地
侍
也
､

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

弘
前
江
行
､

(中
略
)

一
､
乳
井
村
館

館
主

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

福
王
寺

ハ
津
軽
之
地
侍
也
､

(中
略
)

一
､
浮
田
村
館

館
主

奥
瀬
善
九
郎

教
季
当
郡
退
去
之
後
､
南
部

へ
降
参
し
て
家
臣
と
成
､
是
又
弘
前
初
り

乳
井
福
王
寺

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

為
信
公

二
降
参
し
御
家
来
と
成
､
館

ハ
弘
前
始
り
弘
前

へ
行
､

神
豊
前

右
之
面
々
不
残
御
当
家
御
家
臣

二
成
､
此
外
御
普
代
ノ
面
々
之
居
城
数
多
有
之
､

御
当
家
御
普
代
館
主
覚

(中
略
)

一
､
村
市
村
館

館
主

村
市
刑
部

.~

I
~
一

定
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御
普
代
､
蝦
夷
荒
之
内
香
城
也
､

(中
略
)

一
､
官
館
村
館

館
主

津
軽
弥
右
衛
門
居
住
す

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

往
古

ハ
西
畑
玄
薯
と
云
人
之
居
館
也
､
(中
略
)
又
蝦
夷
荒

二
付
赤
石

へ
在
城
､
跡

ハ
弟

こ
ゆ
つ
り

共
云
､

(中
略
)

一
､
大
秋
村
館

館
主

神
彦
次
郎

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

右
同
又
助
次
郎
共
有
､
蝦
夷
荒
之
後
本
知
浮
田
へ
移
ル
､

(中
略
)

一
､
蓬
田
村
館

館
主

蓬
田
越
前

南
部

へ
逃
行
､
御
普
代

一
門
也
､

(中
略
)

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

右
之
分
は
為
信
公
御
代
御
征
伐
被
成
候
面
々
､
又

ハ
降
参
し
て
御
家
来

二
成
候
輩
､
前
代
よ
り
御
当

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ

家
御
普
代
ノ
侍
之
面
々
也
､

為
信
公
御
代
御
普
代
の
面
々
江
は
十
騎

･
廿
騎

･
三
十
騎

･
小
知
行
三
十
人

･
四
十
人
宛
御
預
ケ
之

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

館
持
也
､
後

二
一
国

一
城
外
御
停
止
被
仰
付
､
其
後
皆
々
平
屋
敷

二
居
住
致
侯
､
其
後
信
枚
公
御
代

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

至
り
､
弘
前
初
り
皆
々
弘
前
江
引
き
申
侯
､

本
図
と
右
の
史
料
か
ら
は
､
次
の
よ
う
な
特
徴
点
な
ら
び
に
見
解
を
導
き
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
｡

①
い
わ
ゆ
る
､
譜
代

(津
軽
氏
の
譜
代
家
臣
)
と
分
類
さ
れ
た
城
館
は
､
岩
木
川
西
岸
､
岩
木
山
と
岩
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木
川
に
圃
摸
さ
れ
た
地
､
す
な
わ
ち
鼻
和
郡
の
南
側
に
濃
密
に
認
め
ら
れ
る
｡
し
か
し
東
津
軽
郡
の
小
湊

48‥‖二

(平
内
町
)
や
津
軽
半
島
東
岸
の
蓬
田

(東
津
軽
郡
蓬
田
村
)
も
押
さ
え
て
お
り
､
正
確
な
時
期
は
不
明

で
あ
る
が
､
大
浦
氏
の
勢
力
の
浸
透
は
津
軽
平
野
中
央
と
､
領
内
辺
境
を
固
め
る
こ
と
に
力
点
が
あ

っ
た

と
想
定
さ
れ
る
｡

②
×
■
▲
は
平
賀
に
多
-
､
南
部
氏
の
勢
力
は
こ
の
地
域
と
田
舎
郡
に
多
く
､
岩
木
川
東
岸
地
帯
､
浅

瀬
石
川
と
平
川
沿
岸
に
分
布
し
て
い
る
｡
藤
崎

(南
津
軽
郡
藤
崎
町
)
の
地
は
､
岩
木
川
と
浅
瀬
石
川
の

分
岐
点
､
石
川
城
は
平
川
の
中
流
域
､
大
光
寺

(南
津
軽
郡
尾
上
町
)
は
､
平
賀
郡
や
津
軽
平
野
の
中
央

を
確
保
す
る
位
置
に
あ
り
､
油
川
や
奥
大
道
の
終
点
で
あ
る
大
浜

(青
森
市
油
川
)
を
押
さ
え
て
い
る
｡

南
部
氏
の
勢
力
扶
植
の
状
況
が
､
こ
れ
に
よ
っ
て
判
明
し
た
｡

③
浪
岡
は
､
｢城
跡
為
信
公
よ
り
押
払
被
成
候
｣
と
あ
り
､
天
正
六
年

(
一
五
七
八
)
の
為
信
に
よ
る

攻
略
の
の
ち
､
城
破
り
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
｡

④

『津
軽

一
統
志
』
な
ど
の
官
撰
史
書
に
見
え
る
､
伝
承
的
な
部
分
を
あ
る
程
度
信
用
す
る
な
ら
ば
､

種
里
入
部
か
ら
､
堀
越

･
岩
木
川
西
岸

へ
と
､
岩
木
川
を
越
え
る
の
に
大
浦
氏
は
約
百
年
か
か
っ
て
お
り
､

一
世
紀
を
経
過
し
て
南
部
氏
の
勢
力
を
津
軽
地
方
か
ら
駆
逐
し
た
｡

ま
た
油
川
村
館
に
関
す
る
記
録
か
ら
は
､
安
東
氏
の
後
､
南
部
氏
の
支
配
を
受
け
た
こ
と
が
う
か
が
わ

れ
る
の
で
あ

っ
て
､
居
館
主
の
奥
瀬
氏
は
津
軽
の
地
侍
層
の
中
で
､
譜
代
と
称
さ
れ
た
領
主
と

一
線
を
画

し
て
い
る
｡
譜
代
の
家
臣
に
つ
い
て
も
津
軽
氏
の
配
下
に
入
っ
た
時
点
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
｡
し
か
し
､

第

1
図
に
も
見
え
る
よ
う
に
､
南
部
氏
は
お
お
む
ね
平
賀
郡
と
各
河
川
域
と
外
ケ
浜
地
域
を
掌
握
し
て
い

一
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た
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
O

次
に
傍
点
を
付
し
た
箇
所
に
見
え
る
､
｢蝦
夷
荒
｣
の
文
言
に
注
目
し
た
い
｡
蝦
夷
荒
と
は
､
ア
イ
ヌ

民
族
と
の
抗
争
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
､
は
ば
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
､
次
章
に
お
い
て
も
さ
ら
に
説
明

を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
が
､
こ
こ
で
は
西
浜

(
西
津
軽
郡
の
海
岸
地
帯
)
に
い
た
る
鼻
和
郡
の
地
域
の

城
館
が
､
蝦
夷
荒
の
危
機
に
直
面
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
た
い
｡

と
こ
ろ
で

｢津
軽
編
覧
日
記
｣
に
み
え
る
城
郭

･
城
館
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
､
為
信
の
代
に
征
伐
の

対
象
と
な

っ
た
城
郭
が
､
大
光
寺
､
石
川
､
浪
岡
､
浅
瀬
石
､
田
舎
館
､
油
川
､
和
徳
､
下
和
徳
の
八
ケ

城
で
あ
り
､
譜
代
の
家
臣
な
ど
を
含
め
た
城
郭
が
三
二
館
で
あ
る
と
い
う
｡

傍
点
の
箇
所
に
見
え
る

｢
一
国

一
城
外
御
停
止
｣
と
は
､
天
正
十
八
年

(
一
五
九

〇
)
七
月
二
十
七
日

の
南
部
信
直

へ
宛
て
た
豊
臣
秀
吉
朱
印
状

(盛
岡
中
央
公
民
館
蔵
)
､
な
ら
び
に
同
年
七
月
二
十
八
日
の

戸
沢
氏

へ
宛
て
た
同
朱
印
状

(
『新
庄
古
老
覚
書
』
新
庄
市
教
育
委
員
会
､

一
九
七
二
復
刻
)
に
見
ら
れ

た
､
奥
羽
地
方

一
円
で
実
施
さ
れ
た
奥
羽
仕
置
の

一
環
と
し
て
の
城
破
り
を
さ
す
の
で
は
な
い
か
､
と
考

え
ら
れ
る
｡
な
お
い
わ
ゆ
る

一
国

一
城
令
と
は
､
元
和
元
年

(
一
六

一
五
)
の
江
戸
幕
府
に
よ
る
令
を
指

す
が
､
弘
前
建
設
は
慶
長
十
五

･
十
六
年
で
あ
る
か
ら
､
右
の
史
料
に
見
え
る

｢
一
国

一
城
外
御
停
止
｣

は
幕
府
の
令
に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
｡
そ
も
そ
も
豊
臣
政
権
の
城
破
り
は
従
来
の
研
究
史
に
よ
れ
ば
､
い

わ
ゆ
る

｢
不
入
城
｣
と

｢簡
要
の
城
｣
の
区
別
が
な
さ
れ
､
簡
要
の
城
が
残
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
｡
『聞

老
通
事
』
の

｢南
部
大
勝
大
夫
分
国
之
内
諸
城
破
却
共
書
上
｣
に
み
え
る
南
部
領
で
も
､
領
内
四
八
城
の

う
ち

二

一城
が
破
却
を
免
れ
た
｡
同
様
に
津
軽
で
も
同
氏
に
と
り
､
統

一
政
権
が
重
要
と
認
め
た
城
郭
が
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残
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
｡

越
後
国
の
上
杉
氏
に
例
を
と
れ
ば
､
豊
臣
政
権
に
よ
る
城
破
り
は
屋
敷
地
と
し
て
の
城
跡
は
残
し
た
と

い
う

(伊
藤
正
義

｢
『越
後
国
郡
絵
図
』
と
中
世
城
郭
-

景
勝
政
権
下
の
地
域
的
城
郭
破
却
令
試
論

-

｣
『奥
田
直
栄
先
生
追
悼
集
』
学
習
院
大
学
輔
仁
会
史
学
部
､

一
九
八
九
)
｡
そ
の
な
か
で
伊
藤
氏
は
､

再
補
修
す
れ
ば
支
城
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

っ
た
と
言
及
し
て
お
り
､
豊
臣
政
権
の
城
破
り

は
か
な
り
不
徹
底
で
あ

っ
た
と
考
え
て
よ
い
､
と
し
て
い
る
｡
-
わ
え
て
栗
相
知
弘

｢
天
正
期
の
根
城

-

破
却

(城
わ
り
)
の
実
態
に
つ
い
て
ー

｣
(
『
八
戸
市
博
物
館
紀
要
』
第
五
号
､

一
九
八
九
)
に
よ

れ
ば
､
天
正
十
八
年
に
豊
臣
政
権
よ
り
命
じ
ら
れ
た
根
城
の
破
却
は
､
普
請
の
部
分
を
中
心
に
実
施
さ
れ
､

軍
事
的
機
能
を
失
わ
せ
る
部
分
の
破
壊
に
重
点
が
あ

っ
た
､
と
い
う
｡
す
な
わ
ち
建
築
物
な
ど
､
い
わ
ゆ

る

｢作
事
｣
の
部
分
に
は
破
壊
の
手
が
及
ん
で
い
な
い
の
で
あ

っ
た
｡
史
料
に
見
え
る

｢
平
屋
敷
｣
と
は

豊
臣
政
権
に
よ
る
城
破
り
強
制
の
結
果
､
各
家
臣
の
城
郭
に
あ

っ
て
は
軍
事
的
な
機
能
を
除
去
さ
れ
た
後
､

破
却
さ
れ
ず
に
残
さ
れ
た
作
事
の
部
分
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
'
南
部
や
越
後
と
同
様
､
津
軽
に
お
い

て
も
は
ば
類
似
し
た
城
郭
破
却
の
方
針
が
採
用
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
｡

I50

二

｢取
り
合
｣
い
･
｢征
伐
｣
･
｢伐
取
｣
り
の
過
程
に
お
け
る
領
内
掌
握
過
程

-

西
浜

･
外

ケ
浜

･
異
民
族

の
掃
討

･
境
界
警
固
-

大
浦
氏
と
南
部
氏
と
の
対
立
抗
争
は
､
津
軽
統

一
や
下
勉
上
な
ど
と
い
う
も
の
で
は
な
-
､
む
し
ろ
､

l
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本
章
の
表
題
に
示
し
た
よ
う
に
､
土
地

(
不
動
産
)
の

｢取
り
合
｣
い
と

｢伐
取
｣
り
で
あ
り
､
そ
の
過

程
に
お
け
る
在
地
勢
力
の
取
り
込
み
で
あ

っ
た
｡
そ
の
実
態
に
つ
い
て
は
､
以
下
に
述
べ
る
こ
と
に
し
た

ヽ
○

し
鼻
和
郡
の
大
浦
を
根
拠
地
と
し
た
大
浦
氏
は
､
外
ケ
浜
地
帯
の
掌
握
を
図
る
が
､
天
正
十
三
年

(
一
五

八
五
)
に
油
川
城
を
攻
撃
し
た
｡
庵

俳
は
前
述
の
よ
う
に
当
時
大
浜
と
称
し
､
そ
こ
は
中
世
に
お
け
る
交

通
の
大
動
脈
で
あ
る
奥
大
道
の
終
点
で
あ
り
､
中
世
以
来
蝦
夷
島

へ
の
出
口
で
あ

っ
て
､
当
時
蝦
夷
島

へ

南
方
か
ら
む
か
い
ま
た
同
じ
く
北
方
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
物
産
の
集
散
撃

も
あ

っ
た
｡

｢御
近
習
中
性

木
村
甚
蔵
由
緒
書
抜
｣
(国
立
史
料
館
蔵
､
以
後
､
本
稿
で
掲
げ
る

｢由
緒
書
抜
｣
は

同
館
所
蔵
の
津
軽
家
文
書
で
あ
る
｡
紙
数
の
関
係
か
ら
､
こ
の
後
そ
の
都
度
所
蔵
先
を
記
す
こ
と
を
し
な

い
)
に

｢外
浜
油
川
沖
口
御
横
目
被
仰
付
｣
､
｢御
馬
廻

今
井
新
兵
衛
由
緒
書
抜
｣
に

｢大
浜
沖
口
御
役

銭
相
勤
｣
と
あ
る
よ
う
に
､
油
川
や
大
浜
の
地
名
が
外
ケ
浜
を
考
慮
す
る
上
で
の
大
き
な
ポ
イ
ソ
ー
に
な

っ
て
い
る
｡
ま
た

｢御
錠

口
役
山
奉
行
兼

成
田
三
左
衛
門
由
緒
書
抜
｣
に

｢外
浜
見
聞
役
数
年
相
勤

候
｣
､
｢御
近
習
中
性

木
村
甚
蔵
由
緒
書
抜
｣
に

｢外
浜
油
川
沖
口
御
横
目
被
仰
付
｣
な
ど
の
文
言
が
史

料
に
見
え
る
こ
と
か
ら
､
為
信
の
治
世
の
時
期
に
す
で
に
沖
口
役
銭
を
徴
収
す
る
機
能
が
､
各
湊
に
配
置

さ
れ
た
各
家
臣
達
に
付
与
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
｡

後
年
の
例
を
あ
げ
る
と
､
元
和
上ハ
年

(
一
六
二
〇
)
に
カ
ル
ワ
1
-
ヨ
が
､
蝦
夷
島
よ
り
本
州

へ
渡
る

と
き
も
､
ま
た
本
州
か
ら
蝦
夷
島

へ
赴
-
時
も
､
津
軽
の
湊
で
税
を
払

っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る

(
チ
-

ス
-
ク
編

『北
方
探
検
記
』
吉
川
弘
文
館
､

一
九
六
二
)
｡
こ
の
よ
う
な
沖

口
役
徴
収
の
シ
ス
テ
ム
が
､
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津
軽
領
内
の
有
力
湊
に
設
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

っ
て
､
そ
の
原
型
の
形
成
は
､
戦
国
末
期
の
当
時
期
に

あ
る
と
見
て
も
よ
か
ろ
う
｡
し
た
が

っ
て
青
森
が
成
立
し
､
町
立
て
の
な
さ
れ
る
寛
永
元
年

(
〓
ハ
二

四
)
ま
で
ほ
､
｢横
内
藤
兵
衛
由
緒
書
抜
｣
に

｢油
川
よ
り
三
馬
屋
迄
仕
置
役
被
仰
付
候
｣
と
み
え
る
よ

ぅ
な
､
油
川
を
基
点
と
し
て
津
軽
半
島
の
突
端
に
位
置
す
る
三
厩
ま
で
仕
置
役
に
よ
る
外
ケ
浜
支
配
が
な

さ
れ
た
の
で
あ
る
｡
な
お
カ
ル
ワ
ー
リ
ョ
が
記
す
湊
は
､
高
岡

(弘
前
)
か
ら

一
目
半
の
距
離
の
行
程
に

あ
る
と
し
て
お
り
､
そ
の
湊
が
大
浜
な
の
か
小
泊
な
の
か
詳
細
は
不
明
で
あ
る
｡
さ
ら
に
付
け
加
え
る
な

ら
ば
､
｢
町
同
心

阿
部
勇
蔵
由
緒
書
抜
｣
に
よ
る
と
､
慶
長
二
年

(
一
五
九
七
)
､
阿
部
氏
の
先
祖
が

｢外
ケ
浜
中
取
扱
｣
等
の
役
を
命
じ
ら
れ
､
翌
三
年
に
は

｢外
ケ
浜
大
庄
屋
｣
と
呼
ば
れ
た
と
あ
る
こ
と

か
ら
も
､
外
ケ
浜
支
配
は
津
軽
氏
に
と
り
重
要
な
問
題
で
あ

っ
た
こ
と
が
伺
わ
れ
よ
う
｡

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
な
津
軽
氏
に
よ
る
油
川
を
含
む
外
ケ
浜

一
帯
の
掌
握
と
支
配
の
成
立
を
ふ
ま
え

て
､
ル
イ
ス
･
フ
ロ
イ
ス
は
慶
長
元
年
の

｢
イ
エ
ズ
ス
会
年
報
｣
(
『
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
』
第
二
〇
輯
､

一

九
八
〇
)
に
見
え
る
よ
う
な
蝦
夷
人
の
津
軽
来
航
と
活
発
な
交
易
の
姿
を
描
写
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡
ま

た

『津
軽
見
聞
記
』
に
見
え
る
､
津
軽
氏
の
先
祖
が
大
浜
の
郷
士
で
あ

っ
た
と
い
う
記
述
は
示
唆
的
で
あ

り
､
津
軽
氏
の
蝦
夷
と
の
交
易
権
の
独
占
を
示
す
姿
勢
が
認
め
ら
れ
る
｡

右
は
､
大
浜

･
油
川
を
中
心
と
し
た
蝦
夷
地
と
の
交
易
､
も
し
-
は
交
通

･
交
易
の
視
点
か
ら
述
べ
た

が
､
｢相
馬
安
左
衛
門
由
緒
書
抜
｣
に

｢高
野

･
荒
川
両
村

二
而
知
行
高
五
十
石
被
下
置
｣
と
あ
る
よ
う

に
､
大
浦
氏
は
外
ケ
浜
の
荒
川
村
の
開
発
に
着
手
し
て
い
る
｡
史
料
に
見
え
る
高
野
は
岩
木
川
支
流
域
の

ま
め
さ
か

村
で
あ
り
､
荒
川
は
浪
岡
か
ら
青
森
に
抜
け
る
大
豆
坂
街
道
に
位
置
し
､
横
内
や
新
城

へ
赴
-
脇
道
の
分

ISZ
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岐
点
で
も
あ

っ
た
｡
こ
の
す
ぐ
隣
に
横
内
城
番
が
お
か
れ
て
お
り
､
南
部

へ
の
備
え
と
し
て
､
十
人
衆
が

設
置
さ
れ
た

(
『津
軽

一
統
志
』
)
｡
す
な
わ
ち
開
発
と
南
部
氏
に
対
す
る
備
え
が
同
時
に
な
さ
れ
た
の
で

あ
り
､
外
ケ
浜
の
東
部
地
域
は
こ
の
よ
う
に
開
発
と
軍
事
的
な
備
え
が
同
居
す
る
地
域
で
あ

っ
た
｡

一
方

外
ケ
浜
の
西
側
､
津
軽
半
島
の
東
側
か
ら
そ
の
先
に
か
け
て
は
､
｢御
徒
目
付

斎
藤
弥
市
由
緒
書
抜
｣

に

｢瑞
祥
院
様
御
代
外
浜
飛
鳥
村

二
而
知
行
五
拾
石
被
下
置
､
小
知
行
役
相
勤
侯
｣
と
､
文
中
に
み
え
る

飛
鳥
村
は
､
油
川
か
ら
松
前
街
道

へ
出
る
出
口
に
位
置
す
る
交
通
の
要
衝
で
あ

っ
て
､
小
知
行
に
よ
る
開

発
が
な
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
｡
な
お

｢御
家
老
与
力

里
見
勝
弥
由
緒
書
抜
｣
に

｢今
別
御
山
方
井
三
馬

屋

･
鱒
川

･
黒
崎
村
々
井
派
取
立
被
仰
付
､
為
御
擬
作
沖
役
被
下
置
｣
と
あ
る
よ
う
に
､
若
干
時
代
は
下

る
が
､
二
代
藩
主
信
枚
の
時
に
半
島
の
先
端
地
帯
に
も
開
発
の
手
が
延
伸
し
た
｡

｢津
軽
編
覧
日
記
｣

一
の
慶
長
十
二
年

(
〓
ハ
〇
七
)
の
条
に
は
､
｢津
島
家
記
に
黒
石
よ
り
外
ケ
浜
辺

り
浅
虫
小
湊
辺
迄
城
主

ハ
不
被
置
､
其
頃
迄
代
官
に
て
百
姓
取
扱
せ
置
せ
ら
れ
侯
と
有
｣
と
見
え
る
｡
こ

れ
は
津
軽
氏
に
よ
る
外
ケ
浜
東
部
地
域
の
積
極
的
な
開
発
姿
勢
を
示
す
も
の
で
あ
り
､
蝦
夷
地
交
易
の
独

占
と
合
わ
せ
て
､
開
発
の
充
実
を
図
る
方
策
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
も
の
で
あ

っ
た
｡

｢
西
浜
｣
と
は
､
前
述
の
よ
う
に
､
現
在
の
西
津
軽
郡
の
海
岸
地
帯
の
一
帯
を
指
し
､
北
は
十
三
湖
か
ら

南
は
､
岩
崎
､
深
浦
､
大
間
越
ま
で
の
地
域
に
該
当
す
る
｡
も
と
よ
り
西
浜
の
種
里

･
赤
石
の
地
は
､
津

軽
氏
の
祖
大
浦
氏
の
故
地
で
あ
り
､
第
1
図
に
も
見
え
る
よ
う
に
､
譜
代
家
臣
の
城
館
の
分
布
が
濃
密
な

地
域
で
あ

っ
た
｡
し
た
が

っ
て
開
発
は
､
中
世
以
来
か
な
り
進
ん
で
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ

っ
て
､
そ
の

過
程
に
お
い
て
次
の
二
点
の
史
料
に
見
え
る
､
異
民
族
と
の
乳
軽
を
生
じ
る
こ
と
に
な

っ
た

(傍
点
筆
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老
)
0

〔
A
〕

御
留
守
居
支
配

中
村
惣
左
衛
門

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

二
代
右
治
太
夫
三
男
中
村
加
賀
義
､
右
御
代
西
之
浜
之
内
中
村
江
秋
蜂
起
之
由
､
早
々
罷
越
追
討
可

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

仕
旨
被
仰
付
､
天
正
九
年
三
月
罷
越
追
討
任
侠

(中
略
)
､
中
村
を
派
チ
可
申
旨
被
仰
付
､
夫
よ
り

中
村
成
就
仕
候
､
(｢由
緒
書
抜

上
｣
)

〔
B
〕

町
同
心

阿
部
勇
蔵

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

(前
略
)
公
よ
り
南
部
家
江
御
頼
被
為
入
仰
､
西
浜
之
城
下
よ
り
外

ケ
浜
山
根
新
城
江
引
移
り
､
同

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

所
江
館
を
普
請
仕
､
南
部
領
之
内
二
百
五
十
貫
之
場
所
山
川
海
共
申
受
罷
在
候

(中
略
)
､
天
正
十

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

三
年
油
川
城
主
奥
瀬
善
九
郎
御
征
伐
之
勘
は
別
而
手
配
仕
､
御
添
心
共
中
上
侯
､
其
頃
下
之
切
之
内

飯
積
は
南
部
領
之
事
故
､
士
民
公
之
御
下
知
を
不
相
守
事
共
御
座
候

二
付
､
同
所
可
被
遊
御
伐
取
御

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

手
配
之
処
､
喜
良
市
と
申
所

二
八
重

･
左
助
連
秋
之
首
長
両
人
罷
在
､
色
々
之
術
を
以
御
手
配
を
相

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

妨
思
召
､
御
成
就
之
程
難
計

二
付

(中
略
)
､
右
之
秋
両
人
を
討
取

(中
略
)
､
暫
時

二
飯
横
領
善
良

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

市
沢
目
迄
無
残
所
被
遊
御
掌
握
候

二
付

(中
略
)
､
同
十
六
年
先
領
所
西
浜
城
下
井
新
城
よ
り
農
工

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

商
業
之
者
引
移
し
､
弥
以
飯
積
御
派
成
就
之
形
中
上
候
所
､
翌
年
堀
越
御
城
江
被
為
召
､
(｢由
緒
書

抜
御
目
見
以
下
之
面
々
｣
)

右
の

〔
A
〕
西
浜
の
中
村

(西
津
軽
郡
鯵
ヶ
沢
町
)
に
お
け
る
秋
蜂
起
と
天
正
九
年

(
l
五
八

l
)
の

鎮
圧
､
後
述

〔
B
〕
の
喜
良
市

(北
津
軽
郡
金
木
町
)
の
秋
な
ど
も
官
撰
史
書

『津
軽

一
統
志
』
に
は
見

え
な
い
と
こ
ろ
で
あ

っ
て
､
記
事
の
信
頼
性
に
は

l
部
欠
け
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
､
複
数
の
史
料
に
見
え
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る
こ
と
か
ら
､

一
応
信
用
し
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
｡
す
な
わ
ち
､
天
正
九
年
前
後
に
右
の
史
料
に
あ
る

ご
と
く
､
西
海
岸
の
重
要
な
湊
で
あ
る
鯵
ヶ
沢
の
入
口
に
位
置
す
る
中
村
で
秋
蜂
起
の
勃
発
が
あ

っ
た
と

い
-
の
で
あ
る
｡
こ
れ
は
前
章
に
示
し
た

｢蝦
夷
荒
｣
に
相
当
す
る
も
の
と
想
像
さ
れ
る
｡
ま
た

〔
B
〕

に
見
る
よ
う
に
､
大
浦
氏
に
よ
る
南
部
氏
か
ら
の
飯
詰

｢伐
取
｣
の
過
程
で
同
地
域
に
居
住
し
て
い
た
ア

イ
ヌ
民
族
を
掃
討
し
て
津
軽
半
島
の
中
央
部
を
掌
握
し
､
岩
木
川
の
下
流
地
帯
か
ら
南
部
勢
力
の
駆
逐
を

狙

っ
た
も
の
で
あ

っ
た
｡
加
え
て
､
天
正
六
年
の
浪
岡
城
を
め
ぐ
る
戦
争
の
際
に
､
安
東
氏
の
要
請
を
受

け
て
出
陣
し
た
嘱
崎
氏
が
津
軽

へ
の
上
陸
地
と
し
た
鯵
ヶ
沢
の
地

(奥
村
文
書
)
を
､
ア
イ
ヌ
民
族
の
蜂

起
鎮
圧
を
通
じ
て
確
保
し
､
大
浦
氏
は
こ
こ
に
十
三
湊
と
は
別
の
角
度
か
ら
日
本
海
交
易
に
参
加
す
る
道

を
開
い
た
の
で
あ

っ
た
｡

｢御
中
小
姓

小
友
左
蔵
由
緒
書
抜
｣
に

｢
三
ツ
目
内
村
比
内
領
御
境
見
継
役
被
仰
付
｣
と
み
え
る
記
事

は
､
津
軽
氏
が
秋
田
と
比
内
と
の
境
を
確
保
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
､
小
知
行
に
よ
る
開
発
と

｢押
さ

え
｣
と
し
て
の
警
備
が
セ
ッ
-
に
な
っ
て
い
る
｡
こ
の
ほ
か
に
も
同
様
の
ケ
ー
ス
は
数
多
く
認
め
ら
れ
､

紙
幅
の
余
裕
が
な
い
の
で
示
す
こ
と
は
し
な
い
が
､
開
発
と
境
界
警
固
が

一
体
と
な
っ
て
い
た
｡

弘
前
の
町
年
寄
松
井
氏
の
由
緒
書
で
あ
る

｢
町
年
寄

松
井
四
郎
兵
衛
由
緒
書
抜
｣
に
よ
れ
は
､
慶
長

十

一
年

(
〓
ハ
〇
六
)
に
､
十
三
湊
の
町
方
取
立
の
記
事
が
見
え
､
周
知
の
ご
と
-
十
三
湊
は
中
世
安
藤

氏
の
日
本
海
交
易
の
拠
点
と
し
て
三
洋
七
湊
に
も
数
え
ら
れ
た
湊
で
あ

っ
た
｡
津
軽
氏
は
町
年
寄
松
井
氏

を
起
用
し
て
､
十
三
湊
の
近
世
的
な
再
建
を
行

っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
｡
し
か
も
､
十
三

湊
町
の
み
で
な
く
小
泊
や
飯
詰

･
金
木
な
ど
津
軽
半
島
に
お
け
る
村
落
を
取
り
立
て
た
と
あ
り
､
さ
ら
に
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油
川
も
含
め
た
外
ケ
浜

〓
市
の
支
配
も
実
施
し
た
と
い
う
こ
と
か
ら
､
津
軽
半
島
の
西
側
の
掌
握
に
は
中

世
以
来
の
拠
点
の
確
保
が
必
要
で
あ

っ
た
｡

こ
れ
ら
の
成
果
を
も
と
に
南
部
氏
か
ら
伐
取

っ
た
飯
詰
の
派
立
を
行

っ
て
お
り
､
津
軽
氏
は
天
正
十
六

午

(
一
五
八
八
)
頃
に
は
こ
の
地
域
の
掌
握
を
終
わ
り
､
岩
木
川
の
下
流
域
を
は
ば
支
配
下
に
お
き
め
た

の
で
あ

っ
た
｡
岩
木
川
舟
運
と
の
関
係
か
ら
す
れ
ば
､
右
に
述
べ
た
歴
史
的
経
過
は
重
要
な
こ
と
で
､
異

民
族
の
圧
伏
を
通
じ
て
津
軽
氏
は
､
日
本
海
交
易
に
つ
な
が
る
十
三
湊

へ
の
経
路
を
確
保
し
た
｡
ま
た
榎

森
進
氏
の
い
う
､
十
五
世
紀
中
頃
の
コ
マ
シ
ャ
イ
ン
の
大
蜂
起
が
蝦
夷
地
に
お
け
る
統

一
的
な
和
人
政
権

の
成
立
を
も
た
ら
す
大
き
な
契
枚
と
な

っ
た

(
同
氏

『北
海
道
近
世
史
の
研
究
』
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン

タ
ー
､

一
九
八
二
)
t
と
い
う
評
価
か
ら
す
る
な
ら
ば
､
津
軽
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
民
族
の
蜂
起

(西
浜
蜂

起
)
を
鎮
圧
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
鯵
ヶ
沢
湊
を
手
中
に
し
て
津
軽
氏
が
全
国
的
な
交
易
体
制
に
参
加
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
り
､
領
内
に
お
け
る
近
世
権
力
と
し
て
基
盤
を
確
か
な
も
の
に
し
て
い
っ
た
こ
と
か
ら
､

同
氏
に
と

っ
て
異
民
族
と
の
戦
い
は
南
部
氏
と
の

｢取
り
合
｣
い
に
匹
敵
す
る
､
重
大
な
歴
史
的
意
義
を

も
つ
も
の
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
｡

｢諸
手
足
軽

斎
藤
万
次
郎
由
緒
書
抜
｣
に

｢瑞
祥
院
様
御
代
天
正
之
頃
よ
り
慶
長
年
中
迄
中
屋
敷

･
北

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

浮
田

･
立
石
右
三
ケ
村
開
発
仕
候
処
､
知
行
高
三
捨
石
被
下
置
､
北
浮
田
村
よ
り
十
三
川
下
迄
海
川
横
目

役
被
仰
付
相
勤
侯
｣
(傍
点
筆
者
)
と
見
え
､
津
軽
氏
が
西
海
岸
か
ら
十
三
ま
で
の
津
軽
半
島
西
側
地
域

の
掌
握
を
確
実
な
も
の
と
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
｡
す
な
わ
ち
津
軽
氏
に
よ
る
津
軽
半
島
中
央
部
と
岩
木

川
の
掌
握
は
､
天
正
十
六
年
あ
た
り
か
ら
慶
長
の
初
年
に
か
け
て
段
階
的
に
実
施
さ
れ
､
慶
長
十

1
年
頃
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に
は
は
ば
掌
握
し
切

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡
そ
れ
を
補
強
す
る
も
の
と
し
て
海
童
神
社
の
縁
起

(長

尾
角
左
衛
門

『岩
木
川
物
語
』
国
書
刊
行
会
､

一
九
八
六
復
刻
､
三

一
四
頁
)
に
は
､
次
の
よ
う
に
見
え

る

(傍
点
筆
者
)
｡

文
禄
二
年
津
軽
藩
祖
為
信
､
折
柄
征
韓
の
軍
を
出
し
肥
前
名
護
屋
に
陣
せ
る
豊
臣
秀
吉
に
会
せ
ん
と
､

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

先
ず
行
軍
の
兵
糧
運
搬
場
を
本
村
字
船
岡
に
開
き
､
倉
庫
数
棟
を
立
に
築
き
､
米
穀
津
出
の
河
湊
と

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

な
し
､
以
っ
て
十
三
港
に
出
て
日
本
海
を
航
し
て
上
国
に
達
せ
ん
と
す
｡

伝
承
と
は
い
え
､
右
に
見
え
る
岩
木
川
1
十
三
湊
1
日
本
海
交
易
1
上
方

へ
と
い
う
道
筋
が
､
豊
臣
政

権
の
朝
鮮
侵
略
を
契
機
と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
我
々
は
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
｡
こ
れ
は
'
近

世
に
お
け
る

｢
十
三
小
廻
｣
L
と
い
う
廻
米
の
シ
ス
テ
ム
に
み
え
る
原
型
を
示
唆
し
て
お
り
'
津
軽
藩
が

採
用
し
た
典
型
的
な
近
世
の
廻
漕
形
態
の
原
初
形
態
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
｡
天
文
の
頃
に
'
す
で
に
四
国

高
松
よ
り
十
三
湊

へ
商
船
の
来
航
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら

(｢親
方
町
住
居

竹
内
勘
六
由
緒
書

抜
｣
)
､
十
三
湊
が
交
通
の
結
節
点
で
あ

っ
た
こ
と
は
想
像
さ
れ
る
が
､
岩
木
川
舟
運
と
十
三
湊
が
結
び
つ

き
､
そ
の
大
動
脈
を
津
軽
氏
が
支
配
し
た
こ
と
の
意
味
は
格
別
で
あ
る
｡
し
か
も
文
禄
元
年
の
肥
前
名
護

星

へ
の
出
陣
と
い
う
統

一
政
権
の
軍
事
的
要
請
に
基
づ
い
て
､
こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
が
構
築

･
促
進
さ
れ

た
こ
と
は
領
主
的
な
交
通
体
系
や
交
易
体
系
の
成
立
と
い
う
点
で
､
本
州
北
端
に
お
け
る
近
世
領
主
権
力

が
い
わ
ば

｢上
か
ら
の
幕
藩
体
制
化
｣
に
よ
り
成
立
を
見
た
こ
と
は
､
後
進
地
域
の
中
世
か
ら
近
世
社
会

へ
の
移
行
が
も
つ
歴
史
的
な
宿
命
で
あ

っ
た
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
｡

さ
て
南
部
氏
と
の
問
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た

｢取
合
｣
｢征
伐
｣
｢伐
取
｣
の
結
果
､
津
軽
氏
が
掌
握
し
た
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津軽領内の状況が､第2図｢所々圧並関所警衛の関係地名｣であるQ各関所と｢圧｣-秤さえ(軍事的要衝)の配置を『津軽一統志』をもとに図示したものである｡図の年代が問題となるところであるが､前掲｢町同心阿部勇蔵由緒書抜｣に｢外ケ浜庄屋｣の文言があることから､上限は慶長三年(一五九八)の時期前後､下限は慶長十二年(一六〇七)
の為信死去の時期になろう｡垣上､山上館などの城館の記述のあるのに加えて､また番城

の分布状況からして､十六世紀末から十七世紀初頭の時期であることは間違いなかろう｡
香城化については､小林清治氏が､東北地方における中世城郭から近世への過渡期に見られる特有の現象としてとらえており(同氏｢戦国期伊達領国の城館｣『北日本中世史の研究』吉川弘文館､1九九〇)､この場合､津軽氏が藤崎城を普請して城番をおいたこと(｢笠井兼蔵由緒書抜｣)がみえ､大名直属の城､つまり香城へと転化させたことに通じょう｡これらの措置によって､居城所在地への家臣団の集住が促進されたことはいうまでもない｡したがって同図によって示された状況は､豊臣政権による一国一城制は大幅な変更を余儀なくされたとはいえ､大名領国内の城館の城破りを促進し､｢簡要の城｣を香城化していく過程であった｡さらに付け加えるならばこの図は､後述の如-弘前建設が開始さ

れる､津軽領内の直前の状況を反映していると見ても支障なかろう｡
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三

本
州
北
端

に
お
け
る
城
下
町
の
成
立

-

城
破
り

･
寺
社
集
中

･
岩
木
川

･
知
行
宛
行
-

杢

早
の
副
題
に
掲
げ
た
四
つ
の
歴
史
的
な
用
語
が
､
弘
前
建
設
の
歴
史
的
意
義
を
象
徴
す
る
キ
ー
ワ
ー

ド
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
｡
こ
れ
ら
の
一
つ
を
欠
如
し
て
も
､
本
州
北
端
の
城
下
町
弘
前
成
立
の
歴
史
的

環
童
は
成
立
し
な
い
と
思
わ
れ
る
｡

津
軽
地
方
に
お
け
る
-

純

絹

銅

縛

紅

絹

絹

jf

(wZ
I
a
)W
f
o次
の
よ
う
な
築
城

､
､
ヽ
ヽ
1
～
1
1
1

1
1
1

1
1
1

1
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

慶
長
十
五
年
三
月
五
日
､
(中
略
)
在
々
之
古
館
中

二
不
及
､
大
光
寺

･
浅
瀬
石

･
黒
石
等
之
館
引

ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

取
侯
て
､
御
城
築

二
人
申
侯
､

(中
略
)
堀
越
井
在
々
之
寺
院
､
堂
社
､
弘
前
御
城
↑

へ
引
越
被
仰
付
侯
間
､
段
々
引
越
中
侯
､
賀

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
1
1
1
1
1
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

田
近
所
鶴
田
之
八
幡
宮
御
城
下

へ
引
越
中
侯
､
惣
而
御
普
請
材
木
野
敷
碇
ヶ
関
よ
り
川
流
し
引
蹴
り

申
侯
､
蔵
館
山
､
石
川
辺
之
不
残
伐
取
尽
程
二
俣
､

右
の
記
録
に
よ
れ
ば
､
慶
長
十
五
年

(
一
六

一
〇
)
の
弘
前
築
城
に
際
し
て
領
内
古
館
の
石
材
が
建
設

に
用
い
ら
れ
た
と
あ
り
､
築
城
の
過
程
で
城
破
り
や
城
館
の
破
却
の
な
さ
れ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
｡

し
か
し
､
第

一
章
に
掲
げ
た
第
1
図

｢津
軽
領
内
の
戦
国
末
期

･
近
世
初
頭
の
城
郭

･
城
館
｣
に
お
い
て

も
述
べ
た
よ
う
に
､
家
臣
団
の
多
-
ほ
慶
長
十
五
年
以
前
は
在
方
の
平
屋
敷
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
か
ら
､
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堀
越
城
下
に
お
け
る
家
臣
団
の
集
住
は
本
格
的
な
も
の
で
は
な
-
､
城
館
の
徹
底
的
な
破
却
で
も
な
か
っ

た
｡
弘
前
建
設
に
よ
っ
て
､
在
地
の
家
臣
団
は
弘
前
に
こ
ぞ

っ
て
集
住
し
た
の
で
あ

っ
た
｡
建
設
以
前
に

勃
発
し
た
家
臣
の
反
乱
が
す
べ
て
､
各
自
城
館
に
立
て
こ
も

っ
て
の
戦
い
で
あ

っ
た
の
に
対
し
､
そ
の
以

後
は
慶
長
十
七
年

(
一
六

二

一)
の
高
坂
蔵
人
の
反
乱
を
例
に
と
る
と
､
弘
前
城
下
の
屋
敷
の
中
に
立
て

こ
も

っ
て
抵
抗
す
る
よ
う
に
な
り
､
領
主
側
は
､
屋
敷
を
取
り
囲
ん
で
反
乱
者
を
討
つ
と
い
う
形
に
代

っ

た
｡
ま
た

｢
津
軽
編
覧
日
記
｣
慶
長
十
九
年
二
月
の
条
に
'
堀
越
､
浅
瀬
石
の
古
城
に
お
い
て
毎
夜
火
が

燃
え
る
と
い
う
現
象
が
生
じ
た
と
あ
り
､
廃
城
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
両
城
跡
の
怪
異
を
わ
ざ
わ
ざ
記
し
て

お
り
､
弘
前
築
城
に
よ
る
城
破
り
の
徹
底
化
が
右
の
事
柄
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
よ
-
0

す
な
わ
ち
､
津
軽
に
お
け
る
城
破
り
は
二
段
階
を
経
過
し
た
こ
と
に
な
り
､
第

一
段
階
は
豊
臣
政
権
の

奥
羽
仕
置
に
よ
る
天
正
十
八
年

(
一
五
九

〇
)
の
一
国

一
城
制
の
下
命
､
次
は
慶
長
十
五
年
の
弘
前
築
城

しも

さ
り

で
あ

っ
た
｡
な
お
元
和
八
年

(
一
六
二
二
)
の
亀
ケ
岡
築
城
は
､
下
の
切

(現
五
所
川
原
市
飯
詰
よ
り
北
､

岩
木
川
の
下
流
地
帯
)
の
地
帯
開
発
の
拠
点
と
い
う
意
味
合
い
が
強
-
､
い
わ
ゆ
る

｢居
城
｣
の
移
転

･

建
設
と
は
考
え
ら
れ
な
い
｡
弘
前
建
設
は
､
こ
の
点
か
ら
も
領
内
に
お
け
る
人

(家
臣
団
)
と
モ
ノ

(築

城
用
材
)
の
移
動
と
集
中
を
示
す
も
の
で
あ

っ
た
｡

寺
社
の
移
動
と
集
中

第
3
図

｢弘
前
移
転
以
前
の
領
内
寺
社
所
在
地
｣
(｢享
和
三
年
寺
社
領
分
限

帳
｣
国
立
史
料
館
蔵
に
よ
り
作
成
)
に
よ
れ
ば
､
当
然
の
こ
と
な
が
ら
中
世
の

城
郭

･
城
館
の
所
在
地
に
弘
前
移
転
以
前
の
寺
院
が
多
い
｡
第
3
図
に
よ
り
寺
社
の
所
在
の
だ
い
た
い
の

▼▲

区
分
け
を
す
れ
ば
､
大
浦
氏
が
勢
力
を
滴
養
し
根
拠
地
と
し
た
鼻
和
郡
大
浦
を
中
心
と
し
た
地
域
､
そ
れ

は



那

第 3図 弘前移転以前の領内寺社所在地
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か
ら
平
川
沿
い
の
旧
南
部
氏
の
勢
力
圏
､
西
浜
の
津
軽
氏
発
祥
の
地
に
寺
院
の
所
在
が
多
-
､
弘
前

へ
の

寺
社
集
中
は
津
軽
氏
の
勢
力
圏
内
の
ほ
か
､
｢取
合
｣
｢
征
伐
｣
｢伐
取
｣
の
過
程
で
､
つ
ま
り
領
土
拡
張

戦
の
中
で
掌
握
し
て
い
っ
た
他
の
寺
社
を
､
自
ら
の
勢
力
下
に
取
り
込
ん
で
い
っ
た
も
の
で
あ
り
､
弘
前

建
設
後
は
こ
れ
ら
の
寺
社
の
集
中
を
図
っ
た
の
で
あ

っ
た
｡

慶
長
十
五
年
以
前
に
､
こ
れ
ら
の
寺
社
が
大
浦
や
堀
越

へ
移
ら
な
か
っ
た
の
は
､
前
述
の
如
-
城
破
り

の
不
徹
底
と
城
下
集
住
が
決
定
的
に
進
展
し
な
か
っ
た
こ
と
に
原
田
が
あ

っ
た
.
視
占
盲

変
え
る
と
､
城

破
り
の
不
十
分
性
に
よ
っ
て

｢
平
屋
敷
｣
に
居
住
し
て
い
た
､
武
士
団
の
信
仰
を
こ
れ
ら
の
寺
社
は
､
支

え
受
け
持

っ
て
い
た
こ
と
を
裏
書
き
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡
加
え
て
第

二
早
に
掲
げ
た

｢津
軽
編
覧
日

記
｣
の
記
事

｢弘
前
初
り
皆
々
弘
前
江
引
｣
と
い
う
文
言
の
あ
る
城
館
と
寺
社
の
所
在
は
重
な
る
こ
と
が

多
く
､
在
地
の
武
士
が
弘
前

へ
移
動
す
る
に
つ
れ
て
寺
社
も
同
様
に
移
転
を
余
儀
な
-
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
､
そ
の
点
で
も
宗
教
施
設
と
城
郭

･
城
館
と
の
関
係
は
無
視
で
き
な
い
｡
し
た
が

っ
て
武
家
と
寺
社
は
､

セ
ッ
ト
と
な

っ
て
弘
前

へ
の
移
転
､
｢移
動
と
集
中
｣
が
み
ら
れ
た
の
で
あ

っ
た
0

岩
木
川
舟
運

岩
木
川
の
歴
史
的
重
要
性
に
つ
い
て
は
､
舟
運
と
の
関
係
か
ら
前
章
で
詳
し
-
の
べ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
｡
弘
前
成
立
と
の
関
わ
り
で
い
え
ば
､
先
に
掲
げ
た

｢封
内
事
実
秘

苑
｣
の
箇
所
に
あ
る
よ
う
に
岩
木
川
を
通
じ
て
､
築
城
の
た
め
の
資
材
の
川
下
げ
を
行

っ
て
お
り
､
慶
安

二
年
頃
の

｢
弘
前
古
御
絵
図
｣
(市
立
弘
前
図
書
館
蔵
)
に
は
､
材
木
置
き
場
が
城
内
の
岩
木
川
川
端
に

設
置
さ
れ
､
同
川
を
通
じ
て
領
主
的
な
要
請
に
よ
る
資
材
の
集
積
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ

る
｡
ま
た
弘
前
城
下
の
北
西
､
岩
木
川
を
越
え
て
鯵
ヶ
沢
街
道
に
位
置
す
る
浜
ノ
町
に
は
河
岸
機
能
が
あ

t63



り
､
し
か
も
右
絵
図
に
よ
れ
ば
城
下
町
に
は

｢水
主
｣
(水
夫
)
衆
の
居
住
が
認
め
ら
れ
､
こ
の
点
か
ら

64I

も
岩
木
川
舟
運
を
欠
落
し
て
は
弘
前
の
成
立
は
考
え
ら
れ
な
い
｡
ま
た
次
章
に
て
触
れ
る
上
方
の
商
人
や

職
人
の
招
碑
も
､
岩
木
川
舟
運
を
抜
き
に
は
あ
り
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
｡

知
行
宛
行

南
部
氏
が
近
世
権
力
と
し
て
知
行
宛
行
の
黒
印
状
を
発
給
し
た
の
は
､
天
正
十
九
午

(
一

五
九

一
)
九
月
二
十
五
日
の
こ
と
で
あ
り
､
信
直
が
江
刺
氏
と
北
氏
に
対
し
て
､
各
千
五

百
石
と
八
千
石
を
宛
行

っ
た
事
例
を
も

っ
て
噂
矢
と
す
る

(｢宝
翰
類
祭
｣
乾
)
.
ち
ょ
-
ど
九
戸

l
挟
鎮

圧
が
終
了
し
､
新
た
に
南
部
氏
の
版
図
に
は
い
っ
た
和
賀
､
稗
貫
の
地
に
知
行
地
を
あ
て
が

っ
た
｡
国
人

一
漢
の
鎮
圧
後
､
た
だ
ち
に
知
行
宛
行
が
可
能
で
あ

っ
た
の
は
､
天
正
十
八
年
七
月
の
豊
臣
政
権
に
よ
る

知
行
方
検
地
下
命
に
も
と
づ
-
検
地
に
よ
っ
て
､
新
た
な
知
行
体
系
を
創
出
す
る
環
境
が
整
え
ら
れ
て
い

た
こ
と
に
よ
る
｡
ま
た
同
様
に
豊
臣
政
権
か
ら
三
戸
城
下

へ
の
集
住
が
下
命
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
､
家
臣

団
の
知
行
を
こ
の
よ
-
な
形
で
保
証
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
こ
と
に
も
よ
る
の
で
あ
ろ
う
｡

津
軽
地
方
に
目
を
転
じ
る
な
ら
ば
､
為
信
が
発
給
し
た
い
わ
ゆ
る
知
行
宛
行
状
は
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ

発
見
さ
れ
て
い
な
い
｡
左
の
慶
長
十
四
年

(
一
六
〇
九
)
七
月
十
八
日
の
津
軽
信
枚
黒
印
知
行
宛
行
状
が
､

小
知
行
宛
行
状
を
別
と
す
れ
ば
､
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
な
か
で
は
最
も
古
い
も
の
で
あ
る

(小
知
行
と

は
三
〇
～
五
〇
石
程
度
の
知
行
を
持
ち
在
郷
し
､
飛
脚
役
な
ど
を
負
担
す
る
足
軽
衆
の
こ
と
を
指
し
､
津

軽
藩
に
独
特
の
職
制
で
あ
る
)0

知
行
之
目
録

藤
崎
村
内

舞
田
屋
敷
村
内

㌣

-

.

.▲且



佑

川
辺
村
内

合
百
石
老

右
令
助
扶
託
､
全
可
有
領
知
者
也
､

慶
長
拾
四
年

七
月
十
八
日

(宿
)

言

長

(黒
印
)

本州北端における近世城下町の成立

草
秀
寺

ま
ひ
る

な
お

｢封
内
事
実
秘
苑
｣
二
に
見
え
る
､
｢慶
長
十
四
年
七
月
十
八
日
､
知
行
御
黒
印
､
御
家
中

へ
被

下
置
｣
の
条
と
右
の
知
行
宛
行
状
の
日
付
は

一
致
し
､
こ
の
時
期
を
も

っ
て
家
臣
団

へ
の
知
行
宛
行
が
行

わ
れ
た
と
想
像
さ
れ
る
が
､
ほ
か
に
文
書
が
今
の
と
こ
ろ
見
当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
､

一
斉
に
行
わ
れ
た

も
の
か
詳
し
く
は
わ
か
ら
な
い
｡
慶
長
十
四
年
八
月
五
日
の
信
枚
黒
印
小
知
行
宛
行
状

(
八
木
橋
文
庫

蔵
)
は
､
む
し
ろ
家
臣
達
に
対
し
て
領
主
権
力
が
開
発
権
を
付
与
し
た
と
解
釈
さ
れ
る
も
の
で
あ

っ
て
､

通
常
の
知
行
宛
行
状
と
は
厳
密
に
い
え
ば
性
格
を
異
に
す
る
も
の
で
あ

っ
た
｡

津
軽
領
内
に
お
け
る
検
地
実
施
の
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
､
前
掲
の

｢
阿
部
勇
蔵
由
緒
書
抜
｣
に
あ
る

如
-
慶
長
八
年

(
一
六
〇
三
)
に
外
ケ
浜
で
検
地
を
実
施
し
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
､
領
内
検
地
は
段
階
的

に
実
施
さ
れ
､
し
か
も
全
領
内
を
網
羅
す
る

一
斉
検
地
で
は
な
-
､
部
分
的
に
行
わ
れ
た
も
の
と
推
測
さ

れ
る
｡

従
来
､
草
秀
寺

へ
宛
て
た
信
枚
黒
印
宛
行
状

(国
立
史
料
館
蔵
)
は
､
寺
領
宛
行
の
例
外
的
な
も
の
と
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思
わ
れ
て
い
た
が
､
最
近
発
見
さ
れ
た
左
の
慶
長
十
七
年
六
月
十
二
日
の
津
軽
藩
の
重
臣
服
部
康
成

へ
宛

て
た
津
軽
信
枚
の
黒
印
宛
行
状

(服
部
文
書
)
に
よ
っ
て
､
信
枚
の
領
主
権
力
成
立
に
と
も
な
う
時
期
に
､

小
知
行

へ
の
開
発
権
を
認
め
た
宛
行
状
だ
け
で
な
-
､
領
内
に
お
け
る
家
臣
や
寺
院

へ
の
知
行
宛
行
が
な

さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
｡

知
行
之
目
録

Ⅰ66

高
屋
村
之
内

築
館
村
之
内

後
潟
村
之
内

原
別
村
之
内

桜
田
村
之
内

藤
崎
村
之
内

大
光
寺
村
之
内

新
城
村
之
内

五
勝
村
之
内

尾
崎
村
之
内

乳
井
村
之
内

堺
関
村
之
内

合
五
百
石
老

右
令
扶
助
託
､
全
可
領
知
者
也
､

慶
長
十
七

六
月
十
二
日

信
枚

(黒
印
)

服
部
勘
助
と
の
へ

前
述
の
如
-
彼
等

へ
の

T
斉
の
発
給
で
あ

っ
た
の
か
判
然
と
し
な
い
が
､
少
な
-
と
も
､
寺
領
の
は
か

家
臣

へ
も
知
行
の
宛
行
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
大
き
な
意
義
が
認
め
ら
れ
よ
-
｡
津
軽
藩
草
創
期
の
重
臣
服

部
氏
の
場
合
あ
て
が
わ
れ
た
知
行
地
が
､
右
の
よ
-
に

二

一ケ
村
に
分
か
れ
る
相
給
知
行
で
あ

っ
て
､
そ

の
う
ち
外
ケ
浜
地
帯
は
三
ケ
村
に
及
ん
で
い
る
｡
こ
れ
ら
の
経
緯
を
み
る
な
ら
ば
､
ま
た
各
村
が
石
高

へ
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の
換
算
が
な
さ
れ
て
い
る
点
を
踏
ま
え
る
と
､
慶
長
十
四

･
十
七
年
以
前
に
全
領
内
的
検
地
が
な
さ
れ
た

の
か
､
も
し
-
は
天
正
十
八
年
の
太
閤
検
地

(極
め
て
簡
単
な
も
の
と
推
定
さ
れ
る
)
に
よ
っ
て
､
領
内

に
お
け
る
各
村
高
の
掌
握
は

一
応
な
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
｡

第

4
図

｢津
軽
領
内
の
慶
長

･
元
和
期
の
知
行
宛
行
｣
を
､
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
｡
津
軽
平
野
中
央
部

岩
木
川
の
分
岐
点
を
中
心
と
し
た
地
域
に
､
知
行
の
宛
行
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
に
気
が

つ
か
れ
る
こ
と

で
あ
ろ
う
｡
ほ
か
に
も
家
臣
が
知
行
を
宛
行
わ
れ
た
と
す
る
史
料
は
多
い
が
､
た
だ
ち
に
信
用
で
き
る
も

の
で
は
な
-
､
原
文
書
が
確
認
さ
れ
る
他
に
は
由
緒
書
に
信
枚
黒
印
状
を
所
持
し
て
い
る
と
記
録
し
て
い

る
も
の
を
採
用
し
､
そ
れ
を
図
の
な
か
に
示
し
た
｡
×
は
小
知
行
を
あ
て
が
わ
れ
た
村
で
あ

っ
て
､
▲
も

ほ
と
ん
ど
が
小
知
行
役
の
宛
行
村
で
あ
る
｡
慶
長

･
元
和
期
の
草
秀
寺

へ
の
宛
行
村
が
､
ほ
と
ん
ど
鼻
和

郡
､
岩
木
川
西
岸
地
帯
に
集
中
し
て
い
る
の
に
た
い
し
､
服
部
氏
の
知
行
村
は
前
述
の
如
-
外
ケ
浜
地
帯

を
含
め
､
領
内
全
域
に
分
布
し
て
い
る
｡

一
方
､
第
4
図
の
×
の
分
布
を
検
討
す
る
と
､
小
知
行
の
宛
行

に
よ
る
開
発
も
次
第
に
領
内
全
域

へ
拡
大
の
傾
向
を
見
せ
て
い
る
｡
し
か
し
､
全
体
と
し
て
み
る
な
ら
ば
､

津
軽
平
野
中
央
部
に
お
け
る
開
発
に
力
点
が
お
か
れ
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
ず
､
慶
長
か
ら
元
和

･
寛

永
期
に
あ

っ
て
は
切
添
方
式
の
新
田
開
発
の
形
態
が
主
流
で
あ

っ
た
｡
ま
た
同
平
野
南
部
地
域

へ
も
開
発

の
手
が
伸
び
て
お
り
､
平
川
沿
岸
地
域
も
開
発
の
対
象
と
な

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

(拙
稿

｢近
世
初
期

北
奥
大
名
の
領
知
高
に
つ
い
て
｣
『
日
本
歴
史
』
四

一
七
号
､

一
九
八
三
､
参
輿
)
0

)67



第 4 図 津 軽領内の慶長 ･元和期の知行宛行
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四

城
下
町
に
お
け
る
内
部
構
造

の
成
立

-

武
家

･
町
支
配

･
職
人

･
商
人
-

と
こ
ろ
で
本
章
に
お
け
る
問
題
を
論
じ
る
に
先
立

ち
､
次
の
こ
と
に
留
意
し
て
お
き
た
い
｡
｢江
戸
幕

府
撰
慶
長
日
本
国
｣
(
『
日
本
古
地
図
大
成
』
講
談
社
､

一
九
七
八
所
収
､
表
題
に
慶
長
と
あ
る
が
､
実
際
は

大
名
領
主
の
名
前
な
ど
か
ら
し
て
寛
永
末
年
と
推
定

さ
れ
る
)
を
検
討
し
た
結
果
､
瀬
戸
内
や
西
国
の

一

部
､
太
平
洋
沿
岸
の
一
部
を
除
外
す
れ
ば
､
ほ
と
ん

ど
の
城
下
町
は
河
口
域
'
河
川
の
中
流
域
に
立
地
し

て
お
り
､
港
湾
都
市
と
い
う
の
は
数
の
上
か
ら
す
れ

ば
ま
こ
と
に
少
な
い
と
い
-
こ
と
で
あ
る
｡
例
え
は

出
羽
国
本
荘

(城
)
城
下
は
､
河
口
域
に
位
置
し
て

お
り
､
港
湾
都
市
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
や
す
い
が
､

慶
長
末
年
か
ら
元
和
初
年
と
推
定
さ
れ
る

｢本
城
城

下
絵
図
｣
(
F本
荘
市
史
A
史
料
編
Ⅰ
上
､

1
九
八

江戸幕府撰慶長日本国

Z69



四
)
や
正
保
二
年
の

｢
出
羽
国
油
利
之
郡
本
城
｣
絵
図

(内
閣
文
庫
蔵
)
､
そ
の
後
の
本
荘
城
下
絵
図
を

見
て
も
､
城
下
町
の
中
に
湊
が
措
か
れ
て
お
ら
ず
､
河
岸
､
も
し
-
は
物
揚
げ
場
の
描
写
も
な
い
｡
当
時

の
城
下
町
を
描
-
側
の
意
識
と
し
て
ほ
､
湊
は
城
下
町
に
包
摂
さ
れ
る
も
の
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
｡
す
な
わ
ち
近
世
の
城
下
町
は
こ
れ
ら
の
地
図

･
絵
図
を
見
る
か
ぎ
り
で
は
､
海
運
と
の
関
わ
り
で
は

な
-
､
舟
運
と
の
密
接
な
関
わ
り
の
中
か
ら
と
ら
え
ら
れ
て
お
り
､
換
言
す
れ
ば
河
川
と
都
市
と
い
う
関

係
か
ら
立
地
が
考
え
ら
れ
､
そ
れ
を
第

一
義
と
し
て
､
城
下
町
は
成
立
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
な
い
で
あ

ろ
う
か
｡
こ
の
点
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
､
岩
木
川
に
隣
接
す
る
弘
前
は
典
型
的
な
近
世
城
下
町
で
あ

っ
た

と
考
え
ら
れ
､
本
州
北
端
に
お
け
る
城
下
町
の
成
立
は
､
右
の
よ
う
な
視
角
を
踏
ま
え
て
も
､
当
時
に
お

け
る
幕
藩
体
制
下
の
都
市
と
ほ
ぼ
同
様
の
立
地
を
示
し
て
い
よ
-
0

さ
て
前
章
に
お
い
て
検
討
し
た
弘
前
成
立
に
と
も
な
う
諸
事
象
は
､
領
内
の
城
破
り
を
踏
ま
え
た
領
内

各
地
に
お
け
る
武
家

･
寺
社
な
ど
の
弘
前
集
中
に
伴
う
移
動
で
あ

っ
た
｡
本
章
で
は
､
町
方

(職
人

･
商

人
な
ど
)
の
領
外
か
ら
の
移
動
と
集
中
､
人
や
物
だ
け
で
な
-
､
人
や
物
の
移
動
に
と
も
な
う
技
術

･
文

化
情
報
の
移
動
と
集
中
を
考
え
て
み
た
い
｡

武
家
に
つ
い
て
は
今
ま
で
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
で
､
大
方
の
理
解
を
得
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
､
弘

前
城
下
の
成
立
期
に
お
け
る
町
支
配
の
在
り
方
の
方
か
ら
明
ら
か
に
し
た
い
｡
｢貞
享
三
年
町
支
配
井
諸

職
人
知
行
取
之
分
由
緒
書
｣
(
八
木
橋
文
庫
蔵
)
に
よ
っ
て
作
成
し
た
表
Ⅰ
に
見
え
る
よ
-
に
､
町
支
配

の
役
人
は
､
弘
前
に
あ

っ
て
は
町
年
寄

･
町
年
寄
手

･
知
行
取

･
寵
奉
行

･
寵
守

･
時
の
鐘
撞
き
に
よ
り

構
成
さ
れ
て
い
た
｡
こ
の

｢知
行
取
｣
の
職
務
内
容
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
､
前
掲
の
慶
安
二
年
頃
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表 1 弘前における町支配担当者の由緒

町支配の職 出身 召抱え時点 高 拝領時

町年寄 近江 為信代 100石 為信代 (大坂浪人)

知行取之分 津軽 万治 2年 30石 寛文 12年同 津軽 30石 (最勝院無住時 衆徒支配)

同 越前 為信代 50石 寛文 4年

同 山城 為信代 50石 寛永年中

同 近江 為信代 50石 為信代

同 津軽 信枚代 50石 寛文 4年

同 津軽 為信代 50石 信義代

同 津軽 為信代 カ信義代為信代 50石 寛永 14年

同 津軽 50石 寛永 19年 (新田仕立)

同 津軽 30石 信義代 (隣国見聞役)

同 津軽 50石 慶安元年 (新田仕立)

寵奉行 津軽 為信代 30石 (碇 ヶ関番 寛文 11年 より)

同 津軽 30石30石 寛永 20年 (廷宝 3年 より)

寵守 津軽 慶安 2年

時の鐘撞 き 津軽 万治 3年 (小知行役 寛文 5年から)

同 津軽 30石 明暦 3年 (同上)

同 津軽 30石 万治 3年 (同上)

｢貞享三年町支配井諸職人知行取之分由緒書｣より作或

の

｢弘
前
古
御
絵
図
｣
に

は
町
扶
持
人
と
見
え
'
町

方
の
有
力
町
人
と
し
て
記

さ
れ
て
い
る
｡
右
史
料
の

町
支
配
の
部
に
入

っ
て
い

る
の
を
見
れ
ば
'
そ
れ
に

関
わ
る
職
務
を
果
し
て
い

た
こ
と
が
想
定
さ
れ
'
特

に
為
信
の
時
期
に
召
し
抱

え
ら
れ
た
者
の
先
祖
は
'

近
畿
地
方
の
出
身
者
が
多

い
こ
と
か
ら
'
町
方
支
配

の
技
術
を
都
市
的
機
能
の

発
達
し
た
先
進
地
域
で
あ

る
上
方
で
身
に
付
け
た
者

達
で
は
な
か
っ
た
か
｡
万

治
三
年

(
一
六
六
〇
)
に

▼▲

召
し
抱
え
ら
れ
た

｢
町
年

ワ



寄
手
｣
(手
代
の
こ
と
か
)
の
本
城
出
身
者
は
細
矢
を
称
し
､
こ
の
細
矢
の
家
は
出
羽
国
本
荘
城
下
で
も

代
々
町
名
主

(本
荘
で
は
町
名
主
が
町
年
寄
に
該
当
す
る
)
を
勤
め
た
家
柄
で
あ
る
｡
こ
の
よ
う
に
見
る

な
ら
ば
､
町
方
支
配
の
役
務
を
円
滑
に
こ
な
す
力
量
を
持

っ
た
人
々
が
存
在
し
て
､
町
年
寄

･
同
手
代
を

勤
め
た
も
の
と
思
わ
れ
､
日
本
海
沿
岸
地
域
の
城
下
町
に
お
け
る
町
方
支
配
を
担
当
し
た
人
々
は
､
あ
る

い
は
こ
の
よ
う
な
支
配
の
技
術
を
持

つ
集
団
と
し
て
の
連
絡
､
も
し
-
は
繋
が
り
の
あ

っ
た
こ
と
を
推
測

さ
せ
よ
う
｡

弘
前
町
年
寄
の
由
緒
を
詳
細
に
記
し
て
い
る
史
料
を
､
左
に
掲
げ
る

(傍
点
筆
者
)
｡

〔

C
〕

町
年
寄

松
山
彦
太
夫

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

右
先
祖
足
利
上
総
助
之
後
胤
松
山
安
芸
守
之
子
松
山
彦
次
郎
と
申
侯
而
､
近
江
坂
本

二
道
清
と
改
名

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

仕
罷
在
候
処
､
瑞
祥
院
様
被
遊
御
上
京
候
節
被
召
出
､
御
国
江
御
呼
下
被
仰
付
侯

二
付
文
撃

一年
妻

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

子
召
連
大
浦
江
罷
下
申
侯
､
尤
知
行
百
石
被
下
置
､
沼
田
面
松
斎
同
格
被
仰
付
､
御
伽

二
罷
出
候
由
､

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

二
代
善
左
衛
門
義
右
御
代
親
道
清
家
督
被
下
置
､
町
支
配
頭
被
仰
付
相
勤
候
由
､
高
源
院
様
御
代
御

印
頂
戴
仕
侯
由
､
(｢由
緒
書
抜

中
｣
)

〔

D
〕

町
年
寄

松
井
四
郎
兵
衛

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
1

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

右
先
祖
近
江
之
国
居
城
松
井
丹
波
守
子
八
太
夫
二
男

二
而
､
近
江
本
所
坂
本
出
生
､
大
坂
浪
人

二
而

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

罷
在
候
処
､
瑞
祥
院
様
御
代
御
上
京
之
勘
被
召
出
､
文
禄
二
年
大
浦
江
罷
下
､
知
行
百
石
被
下
置
､

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
1
1
1
1

1
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

夫
よ
り
堀
越
御
城
下
支
配
頭
相
勤
､
其
後
弘
前
町
方
取
扱
仕
候
由
､
二
代
助
兵
衛
右
御
代
慶
長
八
年

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

親
家
督
被
下
置
､
町
方
取
扱
仕
侯
由
､
(中
略
)
三
代
助
左
衛
門
義
右
御
代
慶
長
十

一
年
親
家
督
被
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ヽ
ヽ

下
置
､
町
支
配
取
扱
､
十
三
之
町
初
而
取
立
侯
由
､
尤
助
右
衛
門
義
初
助
兵
衛
と
申
侯

二
付
､
十
三

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

之
湊
古
来
助
兵
衛
派
と
申
唱
侯
由
､
其
外
小
泊

･
飯
詰

･
金
木

･
浪
岡
等
之
村
々
取
立
侯
旨
､
猶
又

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

油
川
よ
り
上
磯
迄
も
不
残
支
配
任
侠
､
尤
御
加
増
被
下
置
都
合
百
五
捨
石

二
而
相
勤
侯
由
､
高
源
院

様
御
代
御
印
頂
戴
任
侠
由
､
(｢由
緒
書
抜

中
｣
)

興
味
深
い
の
は
､
松
井

･
松
山
両
家
が
文
禄
二
年

(
一
五
九
三
)
に
妻
子
を
と
も
な

っ
て
大
浦

へ
下
向

し
た
と
あ
る
点
で
あ
る
｡
こ
の
年
は
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
侵
略
が

一
頓
座
し
､
同
年
四
月
頃
か
ら
朝
鮮
側
と

講
和
の
動
き
が
活
発
化
し
､
八
月
に
は
秀
吉
が
大
坂
に
帰

っ
て
い
る
｡
そ
れ
に
し
た
が

っ
て
諸
大
名
も
在

陣
し
て
い
た
肥
前
名
護
屋
か
ら
帰
国
し
は
じ
め
た
｡
津
軽
為
信
も
恐
ら
く
､
同
年
の
末
ま
で
に
は
名
護
屋

か
ら
帰
国
し
た
と
推
定
さ
れ
る
｡

さ
て
右
の
由
緒
書
に
よ
れ
ば
松
井

･
松
山
両
氏
は
､
文
禄
二
年
に
大
浦
に
妻
子
を
と
も
な
い
下
向
し
た

以
外
に
､
近
江
坂
本
の
出
身
で
あ
る
こ
と
が
共
通
し
て
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
｡
〔
C
〕
に
よ
れ
ば
松

山
氏
は
町
支
配
頭
に
任
命
さ
れ
た
と
あ
る
が
､
〔
D
〕
で
は
松
井
は
同
じ
く
近
江
出
身
で
堀
越
城
下
の
支

配
頭
､
そ
の
後
弘
前
町
方
取
扱
い
と
な

っ
た
と
あ
り
､
町
方
支
配
に
従
事
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
｡
松
井

氏
に
あ

っ
て
は

〔
D
〕
に
も
見
え
る
よ
う
に
十
三
湊
の
再
開
発
に
着
手
し
､
外
ケ
浜

･
津
軽
半
島
の
開
発

に
も
責
任
を
負

っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
｡
こ
の
こ
と
は
第
二
章
に
お
け
る
岩
木
川
流
域
を
津
軽
氏
が
掌
握

し
て
ゆ
-
過
程
と
重
な
り
合
う
要
素
が
強
-
､
岩
木
川
舟
運

･
十
三
湊
､
ひ
い
て
は
日
本
海
交
易

へ
の
結

び
付
き
を
松
井
氏
が
積
極
的
に
推
進
す
る
立
場
に
あ

っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
｡
し
か
も
舟
運
と
海
運

へ

の
接
続
､
全
国
市
場

へ
の
参
入
は
､
津
軽
氏
の
領
国
形
成
に
不
可
欠
の
要
件
で
あ

っ
た
は
ず
で
あ

っ
た
｡
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換
言
す
れ
ば
外
ケ
浜
地
帯
の
開
発
を
含
め
､
津
軽
氏
の
領
主
権
力
の
確
立
に
向
け
て
の
先
兵
と
し
て
､
松

井
氏
の
活
躍
は
位
置
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡

ま
た
､
町
支
配
の
下
部
組
織
が
小
知
行
層
を
取
り
立
て
て
い
-
こ
と
で
､
表
Ⅰ
に
見
る
よ
う
に
次
第
に

下
級
の
町
役
人
層
の
形
態
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
｡
但
し
彼
等
は
城
下
特
権
商
人
層

を
形
成
し
た
形
跡
は
な
-
､
あ
-
ま
で
も
町
役
人
と
し
て
維
新
を
む
か
え
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
｡

幕
藩
体
制
成
立
期
前
後
に
お
け
る
初
期
商
人
と
し
て
ほ
､
左
に
掲
げ
た
史
料
に
見
え
る
ケ
ー
ス
を
検
討

す
る

(傍
点
筆
者
)
0

親
方
町
住
居

竹
内
勘
六

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

右
先
祖
嘉
右
衛
門
儀
讃
岐
高
松
之
老

二
而
､
天
文
之
頃
よ
り
御
当
国
十
三
湊
江
年
々
商
船
乗
廻
渡
世

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

仕
侯
由
､
天
文
十
三
年
夏
之
頃
同
所
江
罷
下
居
候
処
､
御
呼
出

二
而
被
仰
付
候
者
､
此
度
屋
形
様
可

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

被
遊
御
登
侯
処
､
御
国
表

二
而
未
夕
御
乗
船

二
可
相
成
大
船
も
無
之

二
付
､
嘉
右
衛
門
船
御
雇
人
可

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

被
仰
付
旨
被
仰
出
侯
間
､
奉
畏
候
旨
御
請
中
上
､
(中
略
)
尤
右
嘉
右
衛
門
儀
越
前
三
国
瀧
谷
寺
眼

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

等
上
人
江
随
身
仕
罷
在
侯
処
､
右
上
人
御
当
国
江
御
呼
下
被
仰
付
候
而
､
橋
雲
寺

･
百
沢
寺
開
山
仕

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

候
由
､
其
後
最
勝
院
江
住
職
被
仰
付
慎

二
付
､
此
節
よ
り
嘉
右
衛
門
儀
も
御
国
元
住
居

二
相
成
侯
由
､

(｢職
人
井
町
人

由
緒
書
抜
｣
)

親
方
町
居
住
の
竹
内
勘
六
の
先
祖
は
､
天
文
年
間
よ
り
四
国
高
松
か
ら
十
三
湊

へ
商
船
乗
廻
し
を
お
こ

な

っ
た
と
あ
り
､
船
持
商
人
の
例
と
し
て
は
､
同
人
の
持
船
が
為
信
の
上
方
登
り
に
徴
用
さ
れ
る
事
例
を

記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
､
そ
こ
に
初
期
豪
商
的
な
性
格
も
､
認
め
ら
れ
よ
う
｡
ま
た
越
前
三
国
湊

(福
井

Ⅰ74



本州北端における近世城下町の成立

た
き
だ
ん

じ

県
坂
井
郡
三
国
町
)
と
の
交
流
も
記
し
て
お
り
､
な
か
で
も
三
国
瀧

谷

寺

の
高
僧
を
津
軽

へ
招
聴
し
て
領

内
有
力
寺
院
の
開
山
と
し
､
ま
た
惣
禄
所
最
勝
院
の
住
職
と
し
た
と
あ
る
な
ど
､
文
化

･
宗
教
の
移
入
者

と
し
て
､
ま
た
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
的
情
報
を
も
た
ら
し
た
商
人
と
し
て
､
記
録
さ
れ
て
い
る
｡
三
国
と
の

ちん
し

関
連
の
深
さ
を
示
す
も
の
と
し
て
､
深
浦
円
覚
寺
の
慶
長
三
年

(
一
五
九
八
)
の
銘
の
あ
る
に
鎮

子

の
銘

に
ー
｢
三
国

半
兵
衛
｣
と
あ
る
の
も

(
m
日
森
県
中
世
金
石
造
文
化
財
』
青
森
県
立
郷
土
館
､

一
九
九

〇
)､
慶
長
初
年
か
ら
の
彼
地
と
の
つ
な
が
り
を
想
像
さ
せ
よ
う
｡

こ
の
ほ
か

｢兵
庫
屋
佐
兵
衛
由
緒
書
抜
｣
に
は
兵
庫
の
浦
､
｢笠
島
太
平
太
由
緒
書
抜
｣
に
は
越
後
の

出
身
の
商
人
が
認
め
ら
れ
､
と
-
に
笠
島
氏
の
先
祖
は
天
正
か
ら
文
禄
に
か
け
て
越
後
か
ら
津
軽

へ
乗
り

込
み
鯵
ヶ
沢
を
拠
点
と
し
て
茶
売
商
売
を
営
ん
だ
問
屋
と
あ
る
｡
な
お
近
世
前
期
の
越
前
敦
賀
か
ら
東
北

地
方

へ
の
移
出
品
の
､
大
き
な
部
分
を
占
め
る
の
が
茶
で
あ

っ
た

(
『敦
賀
市
史
』
通
史
編
上
巻
､

一
九

八
五
)
｡
こ
の
よ
う
に
天
正

･
文
禄
期
頃
よ
り
活
躍
し
た
商
人
達
の
事
例
を
踏
ま
え
る
と
､
近
世
日
本
海

交
易
の
原
形
が
十
｣ハ
世
紀
の
末
頃
に
ー
か
な
り
の
具
体
相
を
形
成
し
っ
つ
あ

っ
た
と
も
見
な
し
え
よ
う
｡

彼
等
に
は
､
こ
の
よ
-
に
問
屋
稼
業
を
営
み
つ
つ
商
業
資
本
と
し
て
成
長
し
､
藩
権
力
と
結
び
つ
い
て
い

く
状
況
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡

一
方
､
西
廻
り
海
運
の
商
人
や
､
上
方
の
豪
商
と
の
接
触
を
示
す
史
料
と
し
て
は
､
左
の
文
書
が
あ
る
｡

以
上

(マ
マ)

一
筆
令
啓
候
､
偽
罷
登
候
刻
は
種
々
御
懇
志
之
段
添
存
候
､
来
春
は
拙
者
在
所

こ
て
舟
御
あ
わ
セ
可

有
之
儀
侯
ー
早
々
御
越
尤
侯
､
我
等
や
か
て
罷
下
候

ハ
ん
間
､
懸
御
目
方
可
中
東
候
ー
尚
御
状
中
人
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侯
､

176

頚Ii.

十

一
月
五
日

津
軽
右
京

為
信

(花
押
)

藤
屋
与
右
衛
門
尉
殿

御
宿
所

右
の
為
信
書
状
は
､
天
正
末
年
か
ら
文
禄
初
年
の
頃
に
比
定
さ
れ
て
お
り
､
｢津
軽
平
原
志
｣
五

(弘
し
い
や

前
市
立
図
書
館
蔵
)
に
よ
れ
ば
､
文
政
二
年

(
一
八

一
九
)
三
月
十
五
日
､
津
軽
家
が
越
後
苅
羽
郡
椎
谷

町
の
大
谷
家
よ
り
購
入
し
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
｡
藤
屋
与
右
衛
門
は
､
津
軽
氏
の
海
上
の
上
洛
に
御

用
筋
を
勤
め
た
家
と
あ
る
こ
と
か
ら
､
し
か
も
松
前
氏
も
同
様
の
文
書

(海
保
嶺
夫

『近
世
蝦
夷
地
成
立

史
の
研
究
≡

二
一
書
房
､

一
九
八
四
)
を
持

っ
て
お
り
北
奥
羽
地
方
の
大
名
衆
の
廻
船
御
用
を
担

っ
た
廻

船
問
屋
な
の
で
あ
ろ
う
｡
な
お
越
後
椎
谷

(柏
崎
市
)
と
は
､
日
本
海
航
路
で
航
海
上
の
目
安
と
な
る
地

点
で
あ
り
､
そ
こ
で
為
信
は
藤
屋
に
上
洛
途
上
で
接
触
し
た
の
で
あ
ろ
う
｡
越
後
と
津
軽
を
含
め
た
北
部

日
本
海
沿
岸
大
名
と
の
関
係
交
流
は
､
領
主
的
交
通
の
点
で
も
そ
の
重
要
性
が
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
｡初

期
の
城
下
商
人
や
領
内
商
人
が
右
の
よ
う
な
活
動
を
す
る
存
在
で
あ

っ
た
こ
と
は
判
明
し
た
が
､
現

在
の
と
こ
ろ
寛
永
期
な
ど
そ
れ
以
後
の
商
人
や
町
方
に
つ
い
て
は
史
料
が
決
定
的
に
欠
如
し
て
い
て
把
握

の
し
ょ
う
が
な
い
｡
た
だ
し
慶
安
二
年
頃

｢弘
前
古
御
絵
図
｣
か
ら
は
､
商
人
や
町
方
に
つ
い
て
表
2
の

よ
う
な
デ
ー
タ
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
｡
こ
れ
に
つ
い
て
の
考
察
は
､
拙
稿

｢北
奥
羽
近
世
都
市
の
諸
問
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④

屋
号
の
地
域
分
布

㊥

屋

号の地
域

別軒数

近 畿 北 陸 東 北 也方

近 大 長 堺 大 山 伊 大 京 富 輪 若 越 越 加 最 黒 南 仙 米 秋 屋⊂コ江 津 浜 屋 和 科勢 坂 屋 山 島 狭 前 後 賀 ■上 石 部 台 沢 田
畳 屋 屋 畳 屋 畳 屋 畳 屋 屋 畳 屋 星 畳 屋 屋 星 畳 屋 ち

関 東 九 州 四国 山陰 東 海 中 国 也方

甲 水 川 常 江 長 官 唐 阿 石 尾 三 広 備 但 丹 傭 兵 播
州 戸 越 陸 戸 崎 崎 津 波 見 張 河 島 後 馬 渡 前 庫 磨 星⊂:コ
屋 屋 星 畳 屋 屋 畳 屋 屋 屋 畳 屋 屋 畳 屋 畳 屋 畳 屋 1ヲ

戸 内 平 本
内 五 洋 海
沿 ケ 沿 沿
岸 国 岸 岸

9391834軒数

⑮

｢寛
永
末
年
弘
前
城
之
絵
図
｣
(弘
前
市
立
博
物
館
栽
)
と

｢慶
安
絵
図
｣
屋
敷
数
比
較

(｢慶
安
絵
図
｣
に
は
明
家
も
含

み
'
御
小
人
町
の
明
家
三
三
軒
は
小
人
の
中
に
含
ん
だ
)

寺 鷹 歩 小 足 武 町
社 匠 ノ 人 軽 家 屋
産 着 侍
敷 衆

- 軍

五 二 四 二 三 三 四三 四 七 八〇 六 一 末午
( ( ( (( ( ( 弓ム･...一一一 一 一 _▲__
二二- ー ノ､ 一 ノヽ 別

警 三 五 九 六 J.L苧 城之絵図

% % % % 一 八
) ) ) ) % %＼_.＼_.

小 慶知 四 九
一 行 二 五

三 二 三 _○ ○ 安五 八 二 八 三 余 余

三 二 6 六 6 三 三 絵図
壷 を 垂 を 姦 墓 室● ● ● ●
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題
｣
(
『地
方
史
研
究
』
二
二

一
､

一
九
八
九
)
に
書
い
て
お
い
た
の
で
'
詳
し
-
ほ
そ
れ
を
ご
覧
頂
き
概

78I

略
を
記
述
す
る
こ
と
に
す
る
｡
十
七
世
紀
中
葉
に
弘
前
城
下
に
居
住
し
た
町
人
層
の
多
く
は
､
西
廻
り
海

運
の
航
路
帯
に
所
属
し
て
い
た
地
域
の
出
身
者
で
あ

っ
て
､
屋
号
に
見
え
る
地
名
は
､
越
前

･
若
狭

･
加

賀
な
ど
の
各
湊
津
に
物
資
を
上
げ
､
琵
琶
湖
を
経
由
し
て
京

･
大
坂

へ
と
通
じ
る
輸
送
帯
に
所
属
し
た
｡

こ
の
よ
う
に
大
坂

･
京

･
大
津

･
近
江
な
ど
西
廻
り
海
運
に
深
-
関
係
す
る
地
名
の
屋
号
が
東
北
地
方
を

地
名
と
す
る
屋
号
よ
り
も
多
か
っ
た
の
は
､
や
は
り
上
方
商
人
の
進
出
に
よ
る
上
方
経
済
圏
と
の
結
び
付

き
が
北
奥
に
お
い
て
は
よ
り
緊
密
で
あ

っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
あ

っ
た
｡
な
お
若
干
補
足
す
る
と
､

元
和
九
年

(
一
六
二
三
)
閏
八
月
二
十
六
日
に
津
軽
氏
が
銀
五
〇
貫
文
を
借
り
た
､
借
銀
証
文

(｢津
軽

史
列
伝
｣
二
添
付
文
書
)
の
相
手
で
あ
る
矢
島
藤
五
郎
は
､
『新
修
大
津
市
史
』
3

(大
津
市
､

一
九
八

〇
)
に
よ
れ
ば
大
津
の
惣
町
年
寄
で
あ

っ
た
｡

ま
た
職
人
層
に
つ
い
て
も
､
同
様
に
拙
稿
に
詳
細
を
記
し
て
あ
る
が
､
さ
ら
に
前
掲
の

『青
森
県
中
世

金
石
造
文
化
財
』
に
よ
っ
て
若
干
補
足
す
る
｡
津
軽
領
内
の
有
力
寺
社
の
建
設
に
あ
た

っ
て
は
､
当
然
の

ご
と
-
ほ
と
ん
ど
の
大
工
､
鍛
冶
職
に
あ
る
者
は
近
畿
地
方
の
先
進
技
術
地
帯
か
ら
の
招
致
者
で
あ

っ
た
｡

同

1
人
も
し
-
は
､
そ
の
関
係
者
が
ほ
か
の
建
築
工
事
に
も
従
事
し
て
お
り
､
慶
長
か
ら
寛
永
に
か
け
て

の
期
間
に
は
､
独
占
的
に
こ
れ
ら
の
職
人
達
や
､
限
ら
れ
た
人
数
の
職
人
が
従
事
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
､

扶
持
を
与
え
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
技
術
集
団
が
､
領
内
の
建
造
物
の
工
事
に
従
事
し
た
の
で
あ

っ
た
｡
ま
た

前
掲

｢貞
享
三
年
町
支
配
井
諸
職
人
知
行
取
之
分
由
緒
書
｣
を
子
細
に
見
る
な
ら
ば
､
各
職
人
の
指
導
的

な
立
場
に
あ
る
者
は
､
上
方
出
身
者
で
は
あ
る
が
､
寛
永
期
を
境
と
し
て
津
軽
出
身
者
が
弟
子
と
な

っ
て
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技
術
を
継
承
し
て
い
-
様
子
が
認
め
ら
れ
る
｡
こ
れ
は
技
術
を
も
た
ら
す
点
に
お
い
て
ほ
､
先
進
地
域
の

技
術
者
が
必
要
で
あ

っ
た
が
､
そ
の
技
術
の
扶
植
が
行
わ
れ
た
後
は
､
地
元
の
技
術
者
を
養
成
す
る
と
い

う
方
向

へ
転
換
し
て
い
っ
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
よ
う
｡
後
進
地
域
に
お
け
る
技
術
の
在
り
方
を
考
え
る

上
で
､
右
史
料
の
由
緒
書
は
さ
ら
に
検
討
を
重
ね
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

お

わ

り

に

安
芸
広
島
城
の
無
断
修
築
に
端
を
発
し
た
元
和
五
年

(
一
六

一
九
)
の
福
島
正
則
の
改
易
転
封
は
､
北

辺
の
津
軽
に
も
大
き
な
歴
史
的
影
響
を
及
ぼ
し
た
｡
福
島
正
則
の
転
封
先
が
､
津
軽
に
決
定
し
た
か
ら
で

あ
る
｡

一
方
津
軽
氏
は
越
後

へ
の
国
替
え
を
下
命
さ
れ
た
｡
同
年
六
月
二
十

一
日
､
二
代
藩
主
津
軽
信
枚

は
国
元
の
家
老

へ
書
状

(
国
立
史
料
館
蔵
)
を
お
-
り
､
津
軽
か
ら
越
後

へ
の
移
動
に
際
し
て
は
､
津
軽

氏
の
縁
に
掛
か
る
も
の
は
例
え
微
小
の
禄
し
か
与
え
て
い
な
い
も
の
で
も
根
こ
そ
ぎ
越
後

へ
召
し
連
れ
て

い
-
こ
と
を
指
令
し
た
の
で
あ

っ
た

(詳
し
-
は
拙
編

『津
軽
藩
初
期
文
書
集
成
』
弘
前
市
教
育
委
員
会
､

一
九
八
八
を
参
照
の
こ
と
)｡

つ
ま
り
武
家

･
寺
社
は
い
う
に
及
ば
ず
､
小
身
者
で
も
扶
持
を
支
給
さ
れ

た
も
の
は
い
う
に
及
ば
ず
､
弘
前
城
下
居
住
の
有
力
町
人

･
職
人

･
小
知
行
の
者
な
ど
､
弘
前

へ
移
動

･

集
中
さ
せ
ら
れ
た
人
々

(領
内
､
領
外
を
問
わ
ず
)
は
､
ほ
と
ん
ど
何
石
か
を
津
軽
氏
か
ら
与
え
ら
れ
て

い
る
の
で
､
総
じ
て
越
後
移
転
の
対
象
と
な

っ
た
｡
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福
島
正
則
の
改
易
が
決
定
し
津
軽

へ
の
転
封
が
決
ま
っ
た
､
元
和
五
年
六
月
十
九
日
と
同
月
二
十

一
日
､
8｡

隣
藩
の
秋
田
薄
々
主
佐
竹
義
量
は
家
老
の
梅
津
憲
忠

へ
あ
て
て
､
津
軽

へ
福
島
氏
が
入
る
こ
と
に
な

っ
た

Ⅰ

ら
､
た
ち
ど
こ
ろ
に
百
姓

1
漢
が
勃
発
す
る
､
と
深
刻
な
領
主
的
危
機
を
強
調
し
た

(｢秋
田
藩
家
蔵
文

書
｣
)｡
右
の
義
量
の
主
張
は
､
弘
前

へ
の
移
動
と
集
中
に
み
ら
れ
た
､
本
州
北
端
に
お
け
る
近
世
権
力
の

支
配
機
構
が
い
っ
き
ょ
に
消
滅
し
､

一
時
的
に
も
蝦
夷
地
と
の
間
に
空
白
地
帯
が
出
現
し
､
そ
れ
に
よ
っ

て
北
奥
地
方
に
混
乱
が
生
じ
る
こ
と
に
脅
威
を
感
じ
た
た
め
と
い
え
る
｡
な
お
元
和
八
年

(
一
六
二
二
)

の
最
上
改
易
に
際
し
て
は
､
義
量
は
こ
の
よ
う
な
危
倶
を
ま

っ
た
-
表
明
し
て
い
な
い
こ
と
を
鑑
み
る
な

ら
ば
､
津
軽
の
事
態
は
格
別
な
歴
史
的
意
味
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ

っ
た
｡
す
な
わ
ち
本
州
北
端
に
至
る

ま
で
幕
藩
体
制
の
諸
原
則
を
貫
徹
さ
せ
て
成
立
し
た
幕
藩
制
国
家
に
お
い
て
､
北
奥
地
方
は
中
世
以
来
位

置
付
け
ら
れ
て
き
た
境
界
領
域
と
い
う
国
家
的
な
位
置
付
け
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
に
な

っ
た
に
も
関
わ
ら

ず
､
こ
の
転
封
問
題
に
よ
っ
て
そ
れ
こ
そ
北
辺
か
ら
幕
藩
制
国
家
が
動
揺
を
き
た
す
こ
と
を
お
そ
れ
た
も

の
で
あ

っ
た
｡

本
州
北
端
に
お
け
る
幕
藩
制
国
家
の
成
立
は
､
人

･
も
の
･
情
報
の
移
動
と
集
中
を
な
し
と
げ
る
こ
と

に
よ
っ
て
支
配
体
制
を
構
築
し
､
城
下
町
を
建
設
し
て
領
主
権
力
の
形
成
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
､
そ

の
過
程
に
あ

っ
て
は
中
世
以
来
の
在
地
勢
力
の
再
編
成
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
､
領
内
に
お
け
る
異
民
族

と
の
戦
い
を
克
服
を
し
て
始
め
て
､
近
世
的
な
支
配
の
枠
組
み
を
撃

え
る
こ
と
が
可
能
と
な

っ
た
の
で
あ

っ
た
｡
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付
記

本
稿
脱
稿
後
､
浪
川
健
治

『近
世
日
本
と
北
方
社
会
』
(
三
省
堂
､

1
九
九
二
)
が
刊
行
さ
れ
た
.

内
容
的
に
重
な
り
あ
う
点
も
あ
り
､
研
究
成
果
に
は
教
え
ら
れ
る
点
も
多
か
っ
た
が
､
本
稿
に
生
か
す
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
-
0




